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第 1章 育成カリキュラムを作成するにあたって 
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1.1 育成カリキュラムの目的 

円高、株安、景気が足踏み状況にもかかわらず採用難が続くなど、地域の中小企業経営

を取り巻く環境は厳しいものがある。 
 
このような中、平成 19年度の文部科学省委託事業において「若年離職者の再チャレンジ
を目指したネットショップ運営人材プログラム開発」を取り組み、地域の中小企業では大

きな期待を持って受け入れられた。 
 
特産品や独自商品を、インターネットにより全国に販売できるということは大きな魅力

である。しかし、その運営人材がいないことも事実であった。 
 
平成 19年度の事業実施では、企業連携により、商用のショッピングモール（ビッダーズ）
での店舗開店と運用の人材育成を行ったが、その結果、人材育成の必要性を認識するとと

もに、商用ショッピングモール運営のコスト問題も判明した。 
 
なお、専修学校における授業一環として、このネットショップ店長育成を検討しており、

将来的には、離職者の再教育にも活用できる内容としていくことを目的とし、「実践ネット

ショップ店長の育成カリキュラム」を作成した。 
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1.2 テキストの概要と位置づけ 

「ネットショップ店長の教育プログラム」では、地域の中小企業において、ネットショッ

プ運営の全般を任せられる人材育成を目指す。 
そのためには、フリーソフトを活用したネットショップ構築から、そのネットショップ

を実践的に運営する能力が必要とされる。 
 
この目標を達成するための教育プログラムとして、フリーソフトを使いネットショップ

を立ち上げる「フリーソフトを活用したネットショップ構築テキスト」と、そのネット

ショップの実践的な運営を行うための「成功するネットショップの企画と運営テキスト」

の 2 冊を開発し、この 2 冊のテキストを使い、実証講座を実施するためのテキストである
「実践ネットショップ店長の育成カリキュラム」を開発した。 

 
「ネットショップ店長の教育プログラム」の実証講座である「ネットショップ店長育成

講座」では、120時間程度の授業を計画し、その育成カリキュラムを開発した。 
本テキストでは、講座実施までの流れ、各講座の詳細、および実証講座の実施による検

証・総括について記述を行った。 
 
また、事業活動による教材開発と実証講座の関連図を以下に示す。 
 

 
図 1-1 事業活動による教材開発と実証講座の関連図 

 
本テキストを参考に、ネットショップ店長育成の為の学生の教育、あるいは離職者のた

めの再教育として、授業を開講していただけたら幸いである。 
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2.1 講座募集について 

(1) 講座の募集方法および時期 
 
実証講座である「ネットショップ店長育成講座」の狙いは、ネットショップ運営の全て

がわかるエキスパート育成であるが、若年離職者の将来に向けたカウンセリングを行い、

地域の中小企業において再チャレンジの可能性と期待を教授することである。 
 
したがって、カウンセリングの実施と実証講座を行うには、できるだけ多くの就職関連

の機関に協力していただくと共に、平成 20年 12月から平成 21年 1月にかけて、以下の方
法で募集を行った。 

 
①委員会Webサイト 

 
Webサイト内に、講座に関するコンテンツを配置し、以下のページを作成した。 

 
・講座の募集要項 
・実証講座の 1月実施講座スケジュール 
・実証講座の 2月実施講座スケジュール 
・申込みおよびお問い合わせフォーム 
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図 2-1 委員会Webサイト 講座募集要項 
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②各種ポータルサイトへの登録 
 
①の委員会 Web サイトに作成した募集に関するコンテンツを、より多くの方に閲覧して
いただく為、以下のポータルサイトへの登録を行った。 

 
表 2-1 登録ポータルサイト一覧 

ポータルサイト名 URL 

福岡タウンネット http://www.every-mail.com/fukuoka/ 

セミナーポータル情報サイト in福岡 http://f-seminar.jugem.jp/ 

ふくおかWeb http://fukuoka.com/ 

google http://www.google.co.jp/ 

goo http://www.goo.ne.jp/ 

 
③チラシの設置・配布 
 
講座募集のためのチラシを作成し、就職に関連する各施設に設置または面談を行う方へ

の講座ご案内のご協力をいただき、求職中の離職者を対象にチラシの配布を行った。 
 
設置および講座ご案内のご協力をいただいた施設を、次ページの表に示す。 
 

表 2-2 チラシ設置施設 

施設名 詳 細 

福岡県若年者しごとサポートセンター 福岡市中央区天神 1丁目 4番 2号 
エルガーラオフィス 12階 

福岡県若者サポートステーション 福岡市中央区天神 1丁目 4番 2号 
エルガーラオフィス 12階 

若者ワークプラザ北九州 北九州市小倉北区浅野 3丁目 8番 1号 
AIMビル 2階 

公共職業安定所 福岡県内各地のハローワーク 

 
 

(2) 講座の対象および人員 
 
「ネットショップ店長育成講座」では、35歳以下の若年離職者を対象として、当初 10名

程度の募集を行った。 
また、講座募集の Web サイトおよびチラシには、以下の項目を募集対象の詳細として掲
載した。 
 
・ネットショップに関心がある方 
・平成 21年 1月～平成 21年 2月の期間中に講座に参加できる方 
・パソコン（Windows）の基本操作ができる方（マウス操作および文字入力が出来る程度） 
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2.2 講座の実施時期および実施方法 

 
「ネットショップ店長育成講座」では、1コマ 3時間の講座を、1月と 2月にそれぞれ 20
コマずつ計 40コマ 120時間実施した。 

 
また講座とは別に、希望者には 1人あたり 30分の個別のキャリアカウンセリングを行い、
就職に関する相談を行った。 

 

(1) 講座日時および講座内容 
 
講座の受講生募集に関して、講座日時および講座内容を以下の表に示す。 
 

表 2-3 実施講座日時および講座内容 

実施講座 
日程 時間帯 

分類 タイトル 

AM（9時～12時） H 再チャレンジの心構えと準備 
1月 5日（月） 

PM（13時～16時） N ネットショップの実例紹介 

AM（9時～12時） N ネットショップビジネスの概要 
1月 6日（火） 

PM（13時～16時） N ネットショップシステムの概要 

AM（9時～12時） H 社会で求められる人材 
1月 7日（水） 

PM（13時～16時） H 仕事の進め方の基本 

AM（9時～12時） H 自己分析と自己 PR 
1月 13日（火） 

PM（13時～16時） P Windowsの基礎と設定 

AM（9時～12時） P 便利なアクセサリー機能の紹介 
1月 14日（水） 

PM（13時～16時） P インターネットの基礎と設定 

AM（9時～12時） P 電子メールの基礎と設定 
1月 15日（木） 

PM（13時～16時） P 電子メールの活用・DM作成 

AM（9時～12時） P Webデザイン基礎（HTMLと CSS①） 
1月 16日（金） 

PM（13時～16時） P Webデザイン基礎（HTMLと CSS②） 

AM（9時～12時） P Webデザイン基礎（ロゴ／バナー制作①）
1月 19日（月） 

PM（13時～16時） P Webデザイン基礎（ロゴ／バナー制作②）

AM（9時～12時） H 自己コントロール 
1月 20日（火） 

PM（13時～16時） N ネットショップの業界研究 

AM（9時～12時） N ネットショップの企画運営 
1月 21日（水） 

PM（13時～16時） N ネットショップのマーケティング 

AM（9時～12時） M 財務諸表の概要と損益計算書の見方 
2月 6日（金） 

PM（13時～16時） N ネットショップシステム（EC-CUBE）の
インストールと基本設定 

AM（9時～12時） N ネットショップシステム（EC-CUBE）の
カスタマイズ 2月 9日（月） 

PM（13時～16時） P Word ビジネス文書作成 
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AM（9時～12時） N ネットショップを成功に導く 
商品写真の撮影（1） 2月 10日（火） 

PM（13時～16時） N ネットショップを成功に導く 
商品写真の撮影（2） 

AM（9時～12時） H 顧客の印象を良くする文章の書き方 
2月 12日（木） 

PM（13時～16時） P Word POP・はがき作成 

AM（9時～12時） M 貸借対照表の見方 
2月 13日（金） 

PM（13時～16時） P Excel 表計算機能 

AM（9時～12時） N ネットショップシステム（EC-CUBE）の
テンプレート（1） 2月 16日（月） 

PM（13時～16時） N ネットショップシステム（EC-CUBE）の
テンプレート（2） 

AM（9時～12時） H 色の効果を学ぶ色彩心理学 
2月 17日（火） 

PM（13時～16時） P Excel 集計・グラフ機能 

AM（9時～12時） N ネットショップシステム（EC-CUBE）の
アクセスアップ 2月 18日（水） 

PM（13時～16時） P PowerPoint スライド作成 

AM（9時～12時） H 相手に伝わる「伝え力」 
2月 19日（木） 

PM（13時～16時） P PowerPoint アニメーション・資料作成 

AM（9時～12時） M キャッシュフロー計算書の見方 
2月 20日（金） 

PM（13時～16時） N ネットショップシステム（EC-CUBE）の
運営管理 

 
 

(2) キャリアカウンセリング 
 
午前・午後の講座終了後、希望者に対し、1 人あたり 30 分の個別のキャリアカウンセリ

ングを実施した。 
キャリアカウンセリング実施日時は以下のとおりである。 
 

表 2-4 キャリアカウンセリング実施日程 

日程 時間帯 実施人数 

2月 6日（金） 17時 30分～19時 00分 3名 

2月 13日（金） 16時 00分～18時 30分 5名 

2月 16日（月） 17時 30分～19時 00分 3名 

2月 18日（水） 17時 00分～19時 30分 5名 

2月 19日（木） 17時 30分～18時 30分 2名 
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(3) 講座開催会場 

 
今回 20 日間の講座のうち、前半 10 日間（1 月）および後半 10 日間（2 月）を、それぞ
れ下記の会場で開催した。 

 
・1月講座開催会場 
麻生教育サービス株式会社 
〒812-0011 
福岡市博多区博多駅前 3-25-24 八百治ビル 4F 
TEL：092-482-7006 
 
・2月講座開催会場 
麻生医療福祉専門学校 
〒812-0016 
福岡市博多区博多駅南 2-12-29 
TEL：092-415-2288 
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3.1 H01 再チャレンジの心構えと準備 

(1) 講座開催詳細 
 

講座実施日時：平成 21年 1月 5日（月） 9:00～12:00 
 開 催 場 所：麻生教育サービス株式会社 
 T E L：092-482-7006 
 担 当 講 師：Office Naturals 草原 祥子 

 

(2) 講座概要 
 
・企業と仕事 
企業とはどのようなものか？ 
組織で働く社員としての姿勢や組織の中の仕事とは何か？ 
・個人事業主としての働き方  
個人事業としての必要なスキルや、会社員との違いについて 
・基本的心構え  
雇用スタイルのそれぞれについて状態を知る 
・仕事に適応しよう  
円滑に仕事をするための基本的姿勢 
・仕事が人を育てる  
仕事を通してヒューマンスキルを磨くために、プラス発想をすることや成功と失

敗について考える 
・辞めたくなった時の考え方  
現在の心境と照らし合わせ、今後のためのアドバイス 
・勤務態度の心構え  

20カ条の説明 
・会社で成功する 7カ条  
会社に限らず、個人事業としても成功するためにはヒューマンスキルをあげてい

くこと、7カ条だけではなくそれぞれで項目を増やすことを考える 
 

(3) 講座のねらい 
 

今までのキャリアを活かしながら、新たな分野新たな職業へチャレンジする第一

歩を踏み出すための心構えと準備について学ぶ。 
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3.2 H02 社会で求められる人材 

(1) 講座開催詳細 
 

講座実施日時：平成 21年 1月 7日（水） 9:00～12:00 
 開 催 場 所：麻生教育サービス株式会社 
 T E L：092-482-7006 
 担 当 講 師：Office Naturals 草原 祥子 

 

(2) 講座概要 
 
・社会が求める人材 
今の社会で求められる人材はそのような人かを考えながら自分のスキルと照らし

合わせる 
・企業として求められる能力 
それに加え個人としての能力も同時に考える 
・企業を取り巻くパラダイムチェンジ 
今までのやり方や流れが大きく変わってきた状況を把握し、自分がどう動いてい

くか 
・社会人基礎力 
経済産業省が発表した社会人基礎力について考え、自分に補うスキルの磨き方を

知る 
 

(3) 講座のねらい 
 

社会情勢が厳しくなった今、社会ではどのような人材が求められているか、まず

は社会を知り、必要とされるスキルの把握で現状認識する。 
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3.3 H03 自己分析と自己 PR 

(1) 講座開催詳細 
 

講座実施日時：平成 21年 1月 13日（火） 9:00～12:00 
 開 催 場 所：麻生教育サービス株式会社 
 T E L：092-482-7006 
 担 当 講 師：Office Naturals 草原 祥子 

 

(2) 講座概要 
 
・なぜ自己分析が必要なのか 
メリット・デメリット 

・フローチャート 
自分の希望する職業や適性がわからない場合の考え手順 
いろんな可能性を模索したい人のための考え手順 
・自己紹介文を書く 
簡単な自己紹介をすることで、今でてくる性格や特徴などをまとめる 
・自己分析シートの活用 

3枚の自己分析シートを活用して、今までの振り返りと思い起こしを始める 
・自己 PR文作成 
文章の添削を行う 

 

(3) 講座のねらい 
 

なぜ自己分析が必要なのか？自己分析のメリット・デメリットを知り、今までの

キャリアを振り返りながら自己分析を行い、自己分析を行う中でどのようにして自

己 PRにつなげていくのかを学ぶ 
 



 

第 3章 ヒューマンスキルと経営スキル 

－17－ 

 
 

 



 

第 3章 ヒューマンスキルと経営スキル 

－18－ 

 
 

 



 

第 3章 ヒューマンスキルと経営スキル 

－19－ 

3.4 H04 自己コントロール 

(1) 講座開催詳細 
 

講座実施日時：平成 21年 1月 20日（火） 9:00～12:00 
 開 催 場 所：麻生教育サービス株式会社 
 T E L：092-482-7006 
 担 当 講 師：Office Naturals 草原 祥子 

 

(2) 講座概要 
 
・自己コントロールするために ストレス基礎知識編 
ストレスのしくみ 
ストレスの善玉と悪玉を知る 
ストレスの原因になりやすいもの 
ストレスチェック 
ストレスの有効活用・ストレス耐性について 
メンタル不全になりやすい人の特徴 
目標設定シートの記入 
人生において目標設定する 
コミュニケーションについて考える 
・自己コントロール実践編 
メンタルタフネスをつける「3つの R」 
こころのリラックス法 
こころの持ち方 
音楽の持つ効果 
職場としてのメンタルヘルス対策 

 

(3) 講座のねらい 
 

企業で働くにしても、個人で事業を行うにしても、社会人として自己コントロー

ルは最重要課題である。目標設定のやり方を学びながら自己コントロール力を高め

ていく。 
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3.5 H05 仕事の進め方の基本 

(1) 講座開催詳細 
 

講座実施日時：平成 21年 1月 7日（水） 13:00～16:00 
 開 催 場 所：麻生教育サービス株式会社 
 T E L：092-482-7006 
 担 当 講 師：Office Naturals 草原 祥子 

 

(2) 講座概要 
 
・活動の原則を守り仕事を進める 
それぞれの組織の中での必要なことを項目別に学ぶ 
・指示系統を守る 
指示系統はどういう流れでくるのか？基本的な流れを再度確認する 
・正しい指示の受け方 
指示を受けるだけではなく、意見がある時にはどのようにするのか 
・的確に報告 
ただ報告をするだけでなく、的確に報告するためにはどうすればよいか 
・チームワークと協調性 
社会で働くということは、協調性をもって仕事をしていくことなので、あらため

て協調性について考える 
・責任を果たす 
仕事において最重要課題の責任について考える 
・PCDAを廻す 
仕事がうまくいくための PCDAサイクルを身につける 
・計画的に仕事をする 
仕事の中で計画性をもち、仕事をやる遂げるために大事なことを学ぶ 
・仕事をやり遂げる 
仕事をやり遂げるための実施段階での進め方や心掛けることを学ぶ 

 

(3) 講座のねらい 
 

企業や個人事業として働くための仕事の進め方の基本を学ぶ。仕事を行う上での

規則や、大事な報告の仕方などを学ぶ。 
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3.6 H06 顧客の印象をよくする文章の書き方 

(1) 講座開催詳細 
 

講座実施日時：平成 21年 2月 12日（木） 9:00～12:00 
 開 催 場 所：麻生医療福祉専門学校（4号館） 
 T E L：092-415-2288 
 担 当 講 師：Office Naturals 草原 祥子 

 

(2) 講座概要 
 
・文章の基本 
もっとも人の目に触れる機会が多いので、基本の上にテクニックをつける文章の

作成にチャレンジする 
・商材の PRの仕方 
まず自分の目で確かめて感じたことを大ざっぱな骨組みとして構成を考える。こ

れをもとに文章を書いてみる 
・読みやすい文章にするために 
大まかな骨組みに描写を加えて文章に肉付けをする 
・文のチェックの仕方 
二重敬語や「です・ます」「である」の混在、表現のズレなどからチェックする 

 

(3) 講座のねらい 
 

ネットショップを利用されるお客様とは、直接顔を合わせての販売ではなく、挨

拶のメールやお礼メール、または PR文章でコミュニケーションをとっていく。対面
の販売でない分、文章でしっかり気持ちを伝える文章の組み立て方を学ぶ。 
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3.7 H07 相手に伝わる「伝え力」 

(1) 講座開催詳細 
 

講座実施日時：平成 21年 2月 19日（木） 9:00～12:00 
 開 催 場 所：麻生医療福祉専門学校（4号館） 
 T E L：092-415-2288 
 担 当 講 師：Office Naturals 草原 祥子 

 

(2) 講座概要 
 
・伝える順番を考える 
内容の順番によって、その伝える印象が決まることを学ぶ 

 
・言葉で伝えるときの注意点 
評価が決まるのはどの様な時か？自分の話し方のクセに気づくコツを学ぶ 
自分の PRを「アウトバック」する 
「内容」と「伝え方」について、PREP法を学ぶ 

 
・言葉以外の伝え方 
状況に応じてどのように話せばいいのか、声の大きさや抑揚のつけ方を学ぶ 
自信がある人の話し方・自身がない人の話し方について学ぶ 
話し方を工夫する 
間合いも考える 

 

(3) 講座のねらい 
 

店長として、人を雇いマネジメントをするとき、もしくは社会の中で仕入れ時担

当者とのやりとりで、まずは相手に誤解をあたえない話し方、自分の伝えたいこと

が確実に伝わる「伝え力」を身に付ける。 
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3.8 H08 色の効果を学ぶ色彩心理学 

(1) 講座開催詳細 
 

講座実施日時：平成 21年 2月 17日（火） 9:00～12:00 
 開 催 場 所：麻生医療福祉専門学校（4号館） 
 T E L：092-415-2288 
 担 当 講 師：Office Naturals 草原 祥子 

 

(2) 講座概要 
 
・色彩心理学の概要 
もっとも人の目に触れる機会が多いので、基本の上にテクニックをつける文章の

作成にチャレンジする。色彩心理学の 2 つの見方、生理的作用・心理的作用につ
いて学ぶ 

 
・各色の効果 
色には様々な色があるが、基本となるポピュラーな色が与える効果を学ぶ 

 
・並べる色の効果 
単色だけで使う効果と、複色で使う効果がどのように視覚として感じるのかを学

ぶ 
 

(3) 講座のねらい 
 

ネットショップで売上を伸ばすには、視覚効果も大切なポイントである。視覚効

果を高める色づかいを色彩心理学から学び、見やすい・惹かれやすいホームページ

を作成する。 
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3.9 M01 財務諸表の概要と損益計算書の見方 

(1) 講座開催詳細 
 

講座実施日時：平成 21年 2月 6日（金） 9:00～12:00 
 開 催 場 所：麻生医療福祉専門学校（4号館） 
 T E L：092-415-2288 
 担 当 講 師：森田 道稔 

 

(2) 講座概要 
 
・会計の目的を知る 
会社の経営状況を表す会計 
経営状況を外部に報告する財務会計 
経営管理に有用な情報を提供する管理会計 

 
・3つのレポート 
損益計算書・貸借対照表・キャッシュフロー計算書 
財務会計と管理会計の違い 
 
・損益計算書 
損益計算書の特徴 
損益計算書に表される利益の計算方法 

 
 

(3) 講座のねらい 
 

会社の経営状況を表す 3 つの書類（貸借対照表、損益計算書、キャッシュフロー
計算書）の概要を学習し、財務諸表について理解する。また、損益計算書の特徴・

作成方法について学習していく。損益計算書に表示される各利益（売上総利益、営

業利益、経常利益、当期純利益）の計算方法について学習し、理解を深める。 
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3.10 M02 貸借対照表とキャッシュフローの見方 

(1) 講座開催詳細 
 

講座実施日時：平成 21年 2月 13日（金） 9:00～12:00 
 平成 21年 2月 20日（金） 9:00～12:00 

 開 催 場 所：麻生医療福祉専門学校（4号館） 
 T E L：092-415-2288 
 担 当 講 師：森田 道稔 

 

(2) 講座概要 
 
・貸借対照表 
貸借対照表の特徴 
総額主義の原則 
取得資産の減価償却と評価 
資産の部・負債の部・純資産の部 
貸借対照表を構成する主な勘定科目 

 
・キャッシュフロー計算書 
資金の流れを表す財務諸表の登場 
キャッシュフロー計算書の特徴 
 

 

(3) 講座のねらい 
 

貸借対照表の特徴と作成方法について学習していく。貸借対照表を構成する主な

資産の部、負債の部、純資産の部の内訳項目について理解する。 
キャッシュフロー計算書の特徴と構造について学習していく。営業活動によるキ

ャッシュフロー、投資活動によるキャッシュフロー、財務活動によるキャッシュフ

ロー、キャッシュフロー計算書の形式（間接法・直接法）について理解を深める。 
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4.1 P01 Windowsの基礎と設定 

(1) 講座開催詳細 
 

講座実施日時：平成 21年 1月 13日（火） 13:00～16:00 
 開 催 場 所：麻生教育サービス株式会社 
 T E L：092-482-7006 
 担 当 講 師：アイスリーラボ 瑠璃垣 孝一 

 

(2) 講座概要 
 
・パソコンの形状 
デスクトップ型とノート型の違い、特徴およびメリット・デメリットについて 
・パソコンおよび周辺機器 
パソコンの 5大装置、および接続を行い使用することのできる周辺機器について 
・OSとは 

OSとは何か、ファイルとフォルダについて、また階層構造について 
・拡張子とは 

Windows がファイルを識別するための拡張子について、拡張子の表示方法や拡張
子の調べ方について 
・ファイルの検索 
ファイルの場所が分からなくなってしまった場合のファイルの検索方法について 
・タスクバー 
タスクバーの働き、タスクバーの整理方法について 
・コントロールパネル 
デスクトップの変更、電源の設定、日付・時刻の設定、マウスの設定等について 
・ハードディスク 
ハードディスクの容量の確認方法について 
・周辺機器の接続 

USBについて、USBの接続・解除方法について 
 

(3) 講座のねらい 
 

ネットショップを運営するにあたり、使用する Windows について、操作を行う際
に必要となってくる基礎知識や基本的な設定について理解する。 
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4.2 P02 便利なアクセサリ機能の紹介 

(1) 講座開催詳細 
 

講座実施日時：平成 21年 1月 14日（水） 9:00～12:00 
 開 催 場 所：麻生教育サービス株式会社 
 T E L：092-482-7006 
 担 当 講 師：アイスリーラボ 瑠璃垣 孝一 

 

(2) 講座概要 
 
・アクセサリとは 
メモ帳とは何か、また、メモ帳を用いて入力を行い、IME ツールバーを用いて行
うことができる様々な入力について学習を行う 
また、誤変換を行いやすい文字列の入力について、効率のよい入力方法について

も学習する 
さらに、部首による変換や、手書き入力、郵便番号から住所に変換する手順につ

いても学習する 
・ファイル・フォント 
ファイルの保存方法、フォントとは何か、フォントやフォントサイズの変更を行

う 
・ごみ箱 
ごみ箱とは何か、ファイルの削除方法、削除したファイルを元に戻す方法につい

て 
・電卓 
電卓を使った計算方法について 
・ショートカット 
ショートカットの意味について、ショートカットの作成方法について 
・システムツール 
ディスクのクリーンアップ、デフラグの概要、使用方法について 
・ペイントの使用 
ペイントの概要、ペイントの使用方法、画像の編集について 
・動画・音声の閲覧・編集 

Windows Media Playerを用いた動画・音声の閲覧方法、Windowムービーメーカー
の概要、動画・音声の加工方法、トリミング、タイトルの編集方法、保存方法に

ついて学習する 
 

(3) 講座のねらい 
 

Windows に搭載されているアクセサリを用い、文字入力や画像・絵の加工・編集
が行えるよう、操作を習得する。また、パソコンを管理するシステムツールについ

て学習を行い、メンテナンスについて理解する。 
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4.3 P03 インターネットの基礎と設定 

(1) 講座開催詳細 
 

講座実施日時：平成 21年 1月 14日（水） 13:00～16:00 
 開 催 場 所：麻生教育サービス株式会社 
 T E L：092-482-7006 
 担 当 講 師：アイスリーラボ 瑠璃垣 孝一 

 

(2) 講座概要 
 
・インターネットの概要 
インターネットを閲覧するには何が必要であるか 
インターネットで出来ること 
・情報の検索・情報の発信 
ニュースや気象情報、辞書・翻訳、地図や航空写真等を用いた情報の検索 
個人のブログやWebサイト、質問・回答コミュニティを用いた情報の発信 

・インターネットを使う準備 
接続方法や回線の種類の選択 
ADSL・FTTH・CATVの概要および使用する機器 

・複数の PCを用いたインターネット接続 
ルータの役割 
有線 LAN・無線 LAN・公衆無線 LAN 

・プロバイダの選択 
料金体系・サービスの内容 
プロバイダの比較方法 
・Webサイトの閲覧 
ブラウザの役割 
お気に入りの登録・整理・インポート・エクスポート 
ホームページの設定 
便利な操作 
・インターネット接続の設定 
接続ツールを用いた設定 
手動での設定 
ルータを用いた設定 

 

(3) 講座のねらい 
 

インターネットを用いたネットショップ運営に関して、ネット環境を整えるため、

プロバイダの選択から利用プランの選択、申し込み、機器の接続およびインターネ

ット接続設定までの一連の流れを理解する。 
また、実際に Web サイトを閲覧する際に利用できる便利な操作等についても習得
する。 
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4.4 P04 Webデザイン基礎（HTMLと CSS） 

(1) 講座開催詳細 
 

講座実施日時：平成 21年 1月 16日（金） 9:00～16:00 
 開 催 場 所：麻生教育サービス株式会社 
 T E L：092-482-7006 
 担 当 講 師：ハイキックデザイン 服部 憲一 

 

(2) 講座概要 
 
・HTML編 

HTMLとは何か、タグの基本的な形について、ソースの確認方法について 
ホームページを作るために必要なもの 
html・head・body要素、title要素 
シンプルな HTMLの例 
テキスト・フォント関連の要素 
リスト要素 
リンク要素 
イメージ要素 
パスについて 
テーブル要素 
プロフィールページの作成 

 
・CSS編 

CSSとは何か、CSSのメリットについて、CSSの設定場所について 
CSSの設定例について、要素に直接設定する場合・headタグにまとめる場合 
外部ファイルとして読み込む場合・複数の要素に同じ設定を行う場合 
クラスおよび定義済みクラスについて・IDの利用・状況依存セレクタ・コメント 
divと spanの活用 
代表的なプロパティについて（border・color・Margin・padding・height・width・
background・text-alaign・text-indent等） 
プロフィールページの装飾 

 

(3) 講座のねらい 
 

ネットショップの商品説明等には、通常のホームページと同様、HTML というマ
ークアップ言語（プログラム言語）を使用する場合がある。また、ネットショップ

のシステムをカスタマイズする際にも、HTMLは必要最低限の知識となる。 
本講座では、ホームページを制作しながら、HTMLおよび HTMLを装飾する為の

CSSについて学習を行い、基本的操作を習得する。 
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4.5 P05 Webデザイン基礎（ロゴ／バナー製作） 

(1) 講座開催詳細 
 

講座実施日時：平成 21年 1月 19日（月） 9:00～16:00 
 開 催 場 所：麻生教育サービス株式会社 
 T E L：092-482-7006 
 担 当 講 師：ハイキックデザイン 服部 憲一 

 

(2) 講座概要 
 
・ホームページで使う画像 
画像の形式について・画像編集の必要性 
・画像編集に必要なソフト 

Photoshop・GIMPの紹介 
・GIMPを使ってみよう 

portable版の導入方法・GIMPの解凍ステップ 
GIMPの起動・画面説明 
作業ウィンドウ・ツールボックス・ダイアログ群 

・色調補正 
「色」メニューについて 

・ゴミを消す 
スタンプツール 
ぼかし／シャープ 
・文字の挿入 
テキストツールの使用方法 
・画像の編集 
切り抜きツール・画像の拡大／縮小 
・ファイルの保存 

GIMPファイル形式での保存・Web用へのエクスポート 
・ボタン画像の作成 
画像の新規作成・形の描画・合成用レイヤーの作成・グラデーション用レイヤー

の作成・グラデーションの切り揃え・影の作成・ボタンのテキスト表示 
・ホームページの素材作成 

 

(3) 講座のねらい 
 

ネットショップの商品写真の修整やボタン・店名のロゴなど、画像を修正・制作

するためには画像編集用のソフトについての知識が必要である。 
本講座では、無料の画像編集ソフト「GIMP」について学習を行い、商品写真の修

整やボタン・店名のロゴなど、画像の修正・制作の実習を交えて体験する。 
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4.6 P06 電子メールの基礎と設定 

(1) 講座開催詳細 
 

講座実施日時：平成 21年 1月 15日（木） 9:00～12:00 
 開 催 場 所：麻生教育サービス株式会社 
 T E L：092-482-7006 
 担 当 講 師：アイスリーラボ 瑠璃垣 孝一 

 

(2) 講座概要 
 
・電子メール（e-mail） 
電子メールとは 
メーラーの起動・各部名称 
・メールの形式 
テキスト形式と HTML形式（リッチテキスト形式）について 
メールの形式変更について 
・プレビューウィンドウ 
プレビューウィンドウの表示／非表示 
・電子メールの送受信 
新規メールの作成・本文の作成 
宛先・件名について 
送信済みメールの確認 
メールの受信 
返信メールの作成 
署名の作成・署名をつけたメールの送信 
アドレス帳の登録／自動登録 
添付ファイルの挿入 
CC／BCCについて 
Webメールについて 

 

(3) 講座のねらい 
 

ネットショップを運営する際、インターネットを用いて、顧客と電子メールのや

りとりを行う。本講座では、メーラーの基本的な操作を中心に、実際にメールの送

受信を行い、知識や操作方法を習得する。 
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4.7 P07 電子メールの活用・DM作成 

(1) 講座開催詳細 
 

講座実施日時：平成 21年 1月 15日（木） 13:00～16:00 
 開 催 場 所：麻生教育サービス株式会社 
 T E L：092-482-7006 
 担 当 講 師：アイスリーラボ 瑠璃垣 孝一 

 

(2) 講座概要 
 
・メッセージルール 
メッセージルールとは・メッセージルールの設定方法 
・自動受信の設定 
定期的に自動受信するには 
・開封確認メッセージ 
開封確認メッセージとは・開封確認メッセージの種類・送信方法 
・アドレス帳のエクスポート／インポート 
アドレス帳のエクスポート・アドレス帳のインポート 
・HTMLメール 

HTMLメールとは・HTMLメールの作成 
HTMLメールの送受信 
・電子メールの設定 
アカウント情報について 
電子メールの設定方法 
・POP before SMTP 
 POP before SMTPについて・送受信の種類 
・エラーの対処 
エラーの調べ方・よくあるエラーの実例 

 

(3) 講座のねらい 
 

店長として、人を雇いマネジメントをするとき、もしくは社会の中で仕入れ時担

当者とのやりとりで、まずは相手に誤解をあたえない話し方、自分の伝えたいこと

が確実に伝わる「伝え力」を身に付ける。 
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4.8 P08 Word ビジネス文書作成 

(1) 講座開催詳細 
 

講座実施日時：平成 21年 2月 9日（月） 13:00～16:00 
 開 催 場 所：麻生医療福祉専門学校（4号館） 
 T E L：092-415-2288 
 担 当 講 師：アイスリーラボ 瑠璃垣 孝一 

 

(2) 講座概要 
 
・文字入力の基本および効率の良い入力方法 
文字の便利な変換方法や、単語の登録等について学習を行う 
また、効率よく早く入力を行えるよう、操作を行う 

 
・見栄えの良い文字の装飾・レイアウト 
ビジネス文書における見栄えの決め手となる、文字列の装飾について操作すると

共に、フォントについて学習する 
また、文書全体のページ設定・文字揃え、インデントや均等割り付けについても

学習し、思い通りのレイアウトを行う 
 
・文章の自動挿入 
入力が面倒な季節の挨拶文や、記書きなどの自動挿入について学習する 

 
・表作成 
表の作成方法について学習し、より高度なビジネス文書を作成する 
表割りや罫線の変更など、表の微調整も行い、思い通りの表を作成する 

 

(3) 講座のねらい 
 

Wordで作成する機会の多いビジネス文書を、入力の基本操作を交えながら、実際
に操作して習得する。 
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4.9 P09 Word POP・はがき作成 

(1) 講座開催詳細 
 

講座実施日時：平成 21年 2月 12日（木） 13:00～16:00 
 開 催 場 所：麻生医療福祉専門学校（4号館） 
 T E L：092-415-2288 
 担 当 講 師：アイスリーラボ 瑠璃垣 孝一 

 

(2) 講座概要 
 
・図形描画の基本操作 
図形を描画する際に必要なツールバーの表示方法、オートシェイプやテキストボ

ックスの描画方法について学習する 
また、図形の塗りつぶしや、複数の図形のコピー・配置方法など、見栄えの良い

装飾・便利な配置についてのレイアウトについても学習する 
 
・商品 POP作成 
図形描画の機能を応用し、視覚的にインパクトのある商品説明や商品の価格告知

ができる POP作成を目指す 
 
・はがき宛名作成 
あらかじめ Excel で住所録を作成することにより、Word を用いて一度に複数の宛
名を印刷することができる 
宛名印刷の手順について、操作を行いながら学習する 

 

(3) 講座のねらい 
 

Wordの機能の一つである図形描画機能の基本的操作、および視覚的に効果のある
図形の描画について、学習を行いながら商品 POPの作成方法を習得する。 
また、はがき作成機能を用いて、DM等を送る際に便利な宛名印刷の方法について、

手順を追って操作できるようになる。 
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4.10 P10 Excel 表計算機能 

(1) 講座開催詳細 
 

講座実施日時：平成 21年 2月 13日（金） 13:00～16:00 
 開 催 場 所：麻生医療福祉専門学校（4号館） 
 T E L：092-415-2288 
 担 当 講 師：アイスリーラボ 瑠璃垣 孝一 

 

(2) 講座概要 
 
・表作成 

Excelを用いた表を、文字入力の方法および罫線の作成・装飾、オートフィルなど
の便利な入力方法について学習する 

 
・四則演算基礎 

Excelでは、普段の計算とは少し異なる順番で入力を行う 
Excelでの四則演算の方法、セル参照による計算、四則演算を用いた多様な計算方
法について学習する 

 
・四則演算応用 
複数のセルについて同じ計算を行う場合、数式をコピーすることで、操作を大幅

に短縮できる 
また、相対参照・絶対参照を組み合わせることで、複雑なセル参照をする計算に

対応することができる 
 
・基本的な関数 
合計・平均・商品点数を数える関数など、基本的な便利な関数について学習する 

 

(3) 講座のねらい 
 

Excelの機能の１つである、表計算機能について習得する。 
表の作成方法および装飾方法、また作成した表から、四則演算および基本的な関

数を用いた計算方法について、操作を行いながら学習し、理解を深める。 
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4.11 P11 Excel 集計・グラフ機能 

(1) 講座開催詳細 
 

講座実施日時：平成 21年 2月 17日（火） 13:00～16:00 
 開 催 場 所：麻生医療福祉専門学校（4号館） 
 T E L：092-415-2288 
 担 当 講 師：アイスリーラボ 瑠璃垣 孝一 

 

(2) 講座概要 
 
・集計機能 

Excelにおけるデータベースの作成方法および仕組みについて学習する 
大量のデータから、目的のデータのみを抽出できるオートフィルタについて操作

を行う 
データの並べ替え、目的のデータ抽出、特定の範囲に含まれるデータの抽出、ト

ップテン機能、複数のフィールドから条件を設定する抽出、商品単位での集計操

作等を行う 
 
・グラフ機能 

Excelには、棒グラフ・円グラフ・折れ線グラフなど、目的に応じてさまざまなグ
ラフを作成することができる 
それぞれの場面で適したグラフの選択方法や、基本的なグラフの作成方法につい

て操作を行う 
また、見栄えが良く、インパクトのあるグラフを作成するために、グラフの装飾

方法、系列単位でのグラフ操作、特定のデータの強調方法、マーカー等の変更に

ついても学習する 
 

(3) 講座のねらい 
 

Excelでは、大量のデータを計算する際に、商品別や顧客別など、様々な単位を元
に、抽出・集計を行う便利な機能がある。 
また、グラフ化することにより、いつどの商品が売れているか、といったような

データを視覚的に比較することができる。 
この講座では、集計およびグラフ機能について学習し、様々な視点からデータを

比較することができるようになることを目的とする。 
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4.12 P12 PowerPoint スライド作成 

(1) 講座開催詳細 
 

講座実施日時：平成 21年 2月 18日（水） 13:00～16:00 
 開 催 場 所：麻生医療福祉専門学校（4号館） 
 T E L：092-415-2288 
 担 当 講 師：アイスリーラボ 瑠璃垣 孝一 

 

(2) 講座概要 
 
・スライド作成基礎 

PowerPointの基本的な操作方法、およびプレゼンテーションの元となるスライドの
種類、作成方法について学習する 
スライドの挿入・削除方法、スライドの移動方法、箇条書きのレベル変更につい

て、操作を交えながら習得する 
また、スライドのデザインの設定、スライド全体の配色の変更、文字の装飾、視

覚的に訴えるクリップアート等の挿入方法についても学習を行う 
 
・効果的なスライド作成 
スライド作成の時間が無い場合に有効なインスタントウィザード、複数人で別フ

ァイルに作成したスライドのインポートなど、効率の良いスライド作成に便利な

操作について学習を行う 
また、組織図や図表を用いたスライドの作成、表の挿入や罫線・文字列配置・サ

イズの調整、写真の明るさやコントラストの調整、背景色の透明化など、PowerPoint
上で効率よく作業ができる方法についても学ぶ 

 

(3) 講座のねらい 
 

PowerPointでは、スライドを作成し、プロジェクタ等を用いて商品などのプレゼン
テーションを行うことができる。 
また、HTML形式で保存することで、インターネット上に公開することもできる。 
この講座では、スライドの基本的な作成方法から、文字やクリップアート・画像

などを挿入するプレースホルダの使い方、大量のスライドを作成する際に便利な機

能などを中心に学習を行い、効率よくプレゼンテーションを作成できる方法を習得

する。 
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4.13 P13 PowerPoint アニメーション・資料作成 

(1) 講座開催詳細 
 

講座実施日時：平成 21年 2月 19日（木） 13:00～16:00 
 開 催 場 所：麻生医療福祉専門学校（4号館） 
 T E L：092-415-2288 
 担 当 講 師：アイスリーラボ 瑠璃垣 孝一 

 

(2) 講座概要 
 
・アニメーション効果 
スライド単位、あるいは文字列・画像・クリップアートごとなどにアニメーショ

ン効果を用いて、それぞれのオブジェクトを動かす方法について学ぶ 
また、画面切り替え効果を用いて、スライドを切り替える際にも、視覚的効果を

つけることができる 
これらの機能を駆使して、効果的にアニメーションを利用し、プレゼンテーショ

ンを行う方法について学習を行う 
 
・様々な資料作成 

PowerPointでは、プレゼンテーションのためのスライド作成だけでなく、さまざま
な資料を作成することができる 
発表者のための資料作成 
配布物のための資料作成 
Web上で公開するための資料作成 
等、様々な場面での資料作成方法について学習する 

 
・プレゼンテーション時の操作 
実際にプレゼンテーションを行う際の全画面表示、スライドの進め方、ペン機能

を用いた画面への書き込み等、実際のプレゼンテーション時に有効な操作方法に

ついて学習する 
また、展示会等で無人でプレゼンテーションを自動実行する方法についても学習

を行う 
 

(3) 講座のねらい 
 

PowerPointでは、スライドに文字や画像を入力・表示するだけではなく、アニメー
ション効果を用いて、さらに視覚的にインパクトのあるプレゼンテーションを行う

ことができる。また、聴講者に対するスライドだけでなく、発表者のためのノート

機能や、資料作成のための様々な印刷・保存方法、プレゼンテーション時のスライ

ドの操作方法について、操作を身に付けることを目的とする。 
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5.1 N01 ネットショップの実例紹介 

(1) 講座開催詳細 
 

講座実施日時：平成 21年 1月 5日（火） 13:00～16:00 
 開 催 場 所：麻生教育サービス株式会社 
 T E L：092-482-7006 
 担 当 講 師：アイスリーラボ 瑠璃垣 孝一 

 

(2) 講座概要 
 
・ネットショップとは 
ネットショップとはなにか、ネットショップを閲覧するには何が必要かを学ぶ 
・ネットショップの閲覧 
ブラウザを用いたインターネットの閲覧方法、およびインターネット上からネッ

トショップを探し出し、閲覧する方法を学ぶ 
URLの入力による閲覧、検索エンジンを用いた閲覧を行う 

・どういう商材が売れているか 
ショッピングモールの売れ筋ランキング等を参考に、現在どのような商材が売れ

ているかを把握する 
また、同じ商品でも、価格が安く販売されているネットショップを検索する 
・買い物の流れを見てみよう 
ショッピングモールを例に、ネットショップで買い物をする際、どのような流れ

で購買が出来るか、また送料や支払い方法などについて学習する 
・検索エンジンの種類 
ロボット型検索エンジンおよびディレクトリ型検索エンジンを用いて、目的の商

品を検索し、どのようにたどり着くか、複数の商材を例に比較を行う 
・ショッピングモール 
特産物や地域に特化したショッピングモール、書籍や CDに特化したショッピング
モールなど、複数のショッピングモールを閲覧し、特色を比較する 
・ネットショップの取引形態 

B to B、B to Cなど、取引形態別に特化したネットショップを閲覧し、比較を行う 
・業界別ネットショップ 
パソコン、自然食品など、業界によるネットショップの違いについて比較を行う 
・EC-CUBE 
ネットショップを構築するためのフリーウェア「EC-CUBE」の紹介および、
EC-CUBEを用いたネットショップを閲覧し、特徴を掴む 

 

(3) 講座のねらい 
 

売れ筋の商材やネットショップのしくみ、取引形態等について、実際にネットシ

ョップを閲覧しながら把握を行う。 
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5.2 N02 ネットショップビジネスの概要 

(1) 講座開催詳細 
 

講座実施日時：平成 21年 1月 6日（火） 9:00～12:00 
 開 催 場 所：麻生教育サービス株式会社 
 T E L：092-482-7006 
 担 当 講 師：ハイキックデザイン 服部 憲一 

 

(2) 講座概要 
 
・従来の通販とネットショップの比較および現状について 
ネットショップとはなにか、ネットショップビジネスの形式について深く学習を

行う 
また、個人のネットショップ市場の規模推移・利用平均値・ネットショッピング

暦と消費金額の相関、オンラインショッピングユーザの割合、ユーザの衝動買い

度等について学習を行う 
さらに、ネットショップ市場における新規出店数、退店数などについて把握を行

う 
 
・ネットショップのメリット・デメリットと商材・関連法規 
ネットショップと実店舗について、購入者側の立場で商品の選択基準・信頼度・

価格やアクセス等について比較を行う 
一方、販売者側の立場で開店資金、経費、販促・広告、商品代金の回収、ターゲ

ット等について比較を行う 
また、ネットショップで販売しやすい商材、販売しがたい商材、中古・リサイク

ル品・飲食物・アルコール・薬品・ペット等の生体等を販売するにあたっての注

意点・法知識について学習するその他、ネットショップを運営するにあたって、

必要な法知識、広告表示義務、誇大広告の禁止、ワンクリック詐欺、個人情報保

護法、迷惑メール等に関して知識を養う 
 
・ネットショップの形態と必要な知識 

B to B、B to C、B to G、C to Cとは何か、またそれぞれの形態でのネットショップ
の特色について学習を行う 
また、ネットショップネットショップに関する決済・配送の方法について学習を

行う 
 

(3) 講座のねらい 
 

無店舗・低予算でパソコン一台あれば始められるネットショップなどのネットビ

ジネス。実際には取り扱う商品によって申請や免許・法律の知識が必要である。ま

た、売上を伸ばすためにはまとまった広告費・宣伝費が必要になる場合もある。 
本講座で、ネットビジネスを始めるに当たり、必要な知識を習得する。 
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5.3 N03 ネットショップシステムの概要 

(1) 講座開催詳細 
 

講座実施日時：平成 21年 1月 6日（火） 13:00～16:00 
 開 催 場 所：麻生教育サービス株式会社 
 T E L：092-482-7006 
 担 当 講 師：ハイキックデザイン 服部 憲一 

 

(2) 講座概要 
 
・ネットショップシステムの比較 
ネットショップはどのように動いているのか、サーバのしくみについて学習する

と共に、ネットショップシステムについて、ASP・Saas、オープンソースなど、ま
た、ショップ型・モール型、販売形式など、システムの種類について比較を行う 

 
・EC-CUEBの機能 
オープンソースの日本発ネットショップシステムである EC-CUBEについて、利点
や入手方法について学び、基礎的な機能について概要を学習する 

 
・EC-CUBEでの受発注シミュレーション 

EC-CUBEを用いたネットショップを開店する際、実際にどのような受注、発注を
行い、運営を行っていくのか、シミュレーションにて体験する 
後に行われる EC-CUBEサイト構築に向けて概要を学習する 

 

(3) 講座のねらい 
 

ネットショップのシステムとしては、システム料を払ってネットショップのシス

テムを利用するもの、プログラムをサーバにインストールして利用するものなど、

様々なタイプがある。 
本講座では、それらの様々なタイプの代表的なシステムを紹介するとともに、以

降の講座で実際に運用を行う「EC-CUBE」を紹介する。 
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5.4 N04 ネットショップの業界研究／企画運営／マーケティン

グ 

(1) 講座開催詳細 
 

講座実施日時：平成 21年 1月 20日（火） 13:00～16:00 
       平成 21年 1月 21日（水）  9:00～16:00 

 開 催 場 所：麻生教育サービス株式会社 
 T E L：092-482-7006 
 担 当 講 師：森 淳 

 

(2) 講座概要 
 
・ネットショッピングの今 

2008 年ネットで最も「瞬間的」に売れたものは何か、ネットショップの特徴、モ
バイル通販について、ネットショップ、モール、ECの違い等 

・ネット通販の現状（流通額推移と今後の予測） 
B to C EC、B to C EC（企業間電子商取引）についての市場規模の推移等 

・ネットショップの現状 2（価格帯） 
日本の小売全体から見たネット通販流通額、売れている価格帯等 
・ネットショップの現状 3（商品種類） 
ネットショップでの商品別・業種別での売れ行きの推移等 
・ネットショップで売れるもの売れないもの 
・出店までの道のり 
企画・サイト作成・運営までの流れ 
・出店の前に 
支払い方法・配送方法・送料／手数料・返品／交換について 
・ネットショップの選び方 
タイプ別のネットショップ選択方法 
・ネットショップマーケティング 
新規顧客・リピーターへのマーケティング方法、アクセス解析等 
・マス広告とセグメント広告 
ブログの活用方法や広告の種類、リピーター獲得方法等 
・ネットショップ運営の注意点 
店舗の一日のスケジュール、トラブル回避方法等 

 

(3) 講座のねらい 
 

「ネットショップの今」を鳥瞰する。ネットショップについて「何が」「どのくら

い」「どうやって」売れているのかを学習する。また店舗立ち上げ後のシミュレーシ

ョンを通して、ネットショップを企画・運営するイメージを持ち、売れるネットシ

ョップを作るための顧客獲得方法についても習得する。 
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5.5 N05 ネットショップシステム（EC-CUBE）のインストール

と基本設定及びカスタマイズ 

(1) 講座開催詳細 
 

講座実施日時：平成 21年 2月 6日（金） 13:00～16:00 
       平成 21年 2月 9日（月）  9:00～12:00 
 開 催 場 所：麻生医療福祉専門学校（4号館） 
 T E L：092-415-2288 
 担 当 講 師：ハイキックデザイン 服部 憲一 

 

(2) 講座概要 
 
・EC-CUBEのインストール 

EC-CUBEをインストールする為に必要な環境、サーバの用意、データベースの用
意、EC-CUBEのファイルダウンロード方法、ファイルを転送する為の設定および
ファイル転送作業、インストール画面の設定、エラー表示の解消方法およびパー

ミッションの変更、サイト情報の入力、データベース情報の入力、データベース

の初期化、サイト情報提供の確認、等について操作を行う 
 
・EC-CUBEの初期設定 
管理画面について、フロントページのサイトチェック、店舗基本情報の入力、Shop
マスタ、特定商取引法、配送設定、支払い方法設定、ポイント設定、メール設定、

SEO 管理、会員規約設定、郵便番号 DB 登録、定休日管理、新着情報管理等につ
いて操作を行う 

 
・バナー・ボタン類の変更 

GIMP を用いた看板（ロゴ画像）等の作成、EC-CUBE 内での変更について操作を
行う 

 
・CSSのカスタマイズおよびブロック編集 
ブロックと呼ばれるパーツ群を配置し、レイアウト設定を行う 
また、HTML での作成、CSS の編集、ソースの貼り付けなどでのブロック配置・
追加方法についても学習を行う 

 

(3) 講座のねらい 
 

無料でネットショップが構築できるオープンソース「EC-CUBE」は、ブラウザを
介して数ステップの情報を設定するだけで簡単にインストールでき、様々な機能を

利用することができる。 
本講座では、実際に EC-CUBEのインストールから店舗情報などの基本的設定を行い、
さらにバナー等を作成して、自分好みの店舗カスタマイズが出来るようにする。 
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5.6 N06 ネットショップシステム（EC-CUBE）のテンプレート 

(1) 講座開催詳細 
 

講座実施日時：平成 21年 2月 16日（月） 9:00～16:00 
 開 催 場 所：麻生医療福祉専門学校（4号館） 
 T E L：092-415-2288 
 担 当 講 師：ハイキックデザイン 服部 憲一 

 

(2) 講座概要 
 
・テンプレートの概念と予備知識 
テンプレートとは何か、テンプレート技術について学習を行う 
また、テンプレートの予備知識として、PHP の記述方法、変数・配列・演算子・
文字の出力・If – else文、比較演算子・For文、関数についても学習を行う 
さらに、PHPと組み合わせて使うテンプレートエンジンである Smartyの使用方法、
Smartyでの記述方法、パレメータ管理について学習を行う 

 
・テンプレートの切り替え 
テンプレートの切り替え、テンプレートの追加、テンプレートの編集について操

作を行う 
また、Smarty・CSSを用いたテンプレートの改造についても学習を行い、画面サイ
ズの変更、メイン画面のフォントや列のサイズ等の変更を行う 

 
・オリジナルテンプレートの作成 
一通り学習したデザイン変更の知識を元に、それぞれオリジナルのテンプレート

を作成する 
 

(3) 講座のねらい 
 

無料でネットショップが構築できるオープンソース「EC-CUBE」では、店舗情報
や商品情報だけでなく、テンプレートを切り替えて、概観を一括で変更することも

可能である。 
本講座では、テンプレートの切り替え方、テンプレートの修正方法、オリジナル

テンプレートの作成方法について学習し、独自のデザインを用いたネットショップ

の作成ができる知識と操作を習得することを目的とする。 
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5.7 N07 ネットショップシステム（EC-CUBE）のアクセスアッ

プ 

(1) 講座開催詳細 
 

講座実施日時：平成 21年 2月 18日（水） 9:00～12:00 
 開 催 場 所：麻生医療福祉専門学校（4号館） 
 T E L：092-415-2288 
 担 当 講 師：ハイキックデザイン 服部 憲一 

 

(2) 講座概要 
 
・検索エンジン対策（SEO）について 
アクセスアップ前の確認事項、SEO とは、検索エンジンの国内シェア、検索エン
ジンの順位の付け方について学習する 
また、Googleについて、攻略方法、掲載順序の基準について、チェックされる HTML
の構造化・最適化、間違った HTMLの用法、HTMLの文法チェック方法について
も学習する 
また、リンク集への登録方法およびメリット・デメリットについても確認を行う 

 
・ネット広告について 
検索エンジンへの登録方法、および有料広告の掲載方法について学習する 

 
・メールマガジン・プレゼント企画等 
リピーターを増やすためのメールマガジン発行、ブログの作成とアクセスアップ

機能、有料のバックリンクについて、サイトマップの作成等について学習する 
また、懸賞サイトへのプレゼント出品によるユーザの導入についても学習する 

 
・アクセス解析について 
どれだけアクセスがあったかを確認するためのアクセス解析について 

 

(3) 講座のねらい 
 

ネットショップは開店しただけでは思う通りのアクセスがあるとは限らない。検

索エンジン対策（SEO）や広告などからサイトを多くの人に知ってもらうことが大切
である。 
本講座では、検索エンジンに登録する方法や、ネット広告・プレゼント企画など

にサイトの PRする方法について学習する。 
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5.8 N08 ネットショップシステム（EC-CUBE）の運営管理 

(1) 講座開催詳細 
 

講座実施日時：平成 21年 2月 20日（金） 13:00～16:00 
 開 催 場 所：麻生医療福祉専門学校（4号館） 
 T E L：092-415-2288 
 担 当 講 師：ハイキックデザイン 服部 憲一 

 

(2) 講座概要 
 
・商品管理について 
カテゴリ登録・商品登録・商品登録の入力項目とタグの使用・サブ情報と関連商

品・規格登録・商品マスタ（規格の選択・商品の複製・削除）、商品の並べ替え等

について学習を行う 
また、商品を管理するにあたっての注意点についても学ぶ 

 
・受注管理について 
商品の受注があった場合の各ステータス管理等について学習する 

 
・売上管理について 
期間・商品・年代別等の売上集計、グラフの自動生成等について学習する 

 
・顧客管理について 
ショップから様々なお知らせを発信するためのコンテンツ管理（新着情報管理、

オススメ管理、アンケート管理、キャンペーン管理）やメルマガの配信内容設定

等について学習する 
また、ユーザ情報の検索、閲覧、情報修正や、SHOP用メモ、ポイントの修正等に
ついても学習する 

 

(3) 講座のねらい 
 

EC-CUBEでは、実際に商品が売れた場合など、伝票もワンクリックで印刷できた
り、売上データを必要な条件抽出ができる等、運営管理についても多くの機能を持

っている。 
本講座では、ネットショップの運営管理に関する機能について学習を行う。 
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5.9 N09 ネットショップを成功に導く商品写真の撮影 

(1) 講座開催詳細 
 

講座実施日時：平成 21年 2月 10日（火） 9:00～16:00 
 開 催 場 所：麻生医療福祉専門学校（4号館） 
 T E L：092-415-2288 
 担 当 講 師：九州産業大学 齋藤 光範 

 

(2) 講座概要 
 
・デジカメの基本 
デジカメでは、ただシャッターを押すだけでなく、どのようにしてきれいな写真

を撮るかを学ぶ 
また、ピントや目的に合わせた画素数について理解する 

 
・写真の保存 
撮影した写真はどこに保存されるのか、またメモリーカードの種類について 

 
・デジカメとパソコンの接続 

USBケーブルや IEEE1394ケーブルでの接続、カードリーダの接続等について 
 
・Webに使用する写真データ 
写真をWebで使用する際の注意点、JPEGや GIF等、画像の形式について学習する 
また、画像ファイルのリサイズ、画像処理の方法について操作を行う 

 
・GIMPによる画像処理 

GIMPのインストール、簡易マニュアルの閲覧、画面説明について学習する 
また、画像の切り抜き、色調整、画像の保存、背景の透明化等について操作を行

う 
 
・撮影実習 
実際に商品を用いて写真撮影を行う 
接写モードやズーム・望遠撮影・広角撮影・露出補正・ホワイトバランス等の操

作を行う 
また、小物商品の撮影機材を設置した撮影も行う 

 

(3) 講座のねらい 
 

ネットショップを成功に導くには、分かりやすく綺麗な写真を使用する必要があ

る。この講座では、ネットショップ用しゃしんの撮り方と画像処理の方法を講義と

実習で行う。フリーソフトの GIMP を使用し、照明機材とミニスタジオは自作可能
なものを使用し、工夫と創意で撮影に取り組むことができるようになる。 
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6.1 実証講座の企画 

(1) 実証講座のカリキュラム構成 
 
今回の実証講座において、習得するスキルを「ヒューマンスキルおよび経営スキル」、「PC

スキル」、「ネットショップスキル」に分類し、カリキュラム構成を行った。 
以下に、スキル別によるネットショップ店長育成のカリキュラム構成の図表を示す。 
 

図 6-1 ネットショップ店長育成のカリキュラム構成（ヒューマンスキル／経営スキル） 

 

図 6-2 ネットショップ店長育成のカリキュラム構成（PCスキル） 
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図 6-3 ネットショップ店長育成のカリキュラム構成（PCスキル） 

 
 

(2) 実証講座の一覧 
 
つづいて、カリキュラム構成に沿ったスキル分類による講座一覧、講座の形式および講

座のボリュームを、以下に示す。 
 

図 6-4 ネットショップ店長育成講座 講座一覧 
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6.2 実証講座の受講生募集 

(1) 委員会Webサイトの作成およびポータルサイトへの登録 
 
「2 章 講座実施までの流れ」でも記述したが、今回の講座開催にあたり、委員会 Web

サイト内に、講座に関するコンテンツ「募集要項」・「1月講座スケジュール」・「2月講座ス
ケジュール」・「お問い合わせフォーム」を配置した。 

 
また、作成したコンテンツをより多くの方に閲覧していただくために、以下の 5 ヶ所の
ポータルサイトへ登録を行った。 

 
表 6-1 登録ポータルサイト一覧 

ポータルサイト名 URL 

福岡タウンネット http://www.every-mail.com/fukuoka/ 

セミナーポータル情報サイト in福岡 http://f-seminar.jugem.jp/ 

ふくおかWeb http://fukuoka.com/ 

google http://www.google.co.jp/ 

goo http://www.goo.ne.jp/ 

 
また、登録の効果を実証するため、2009 年 3 月 17 日現在、さまざまなキーワードを用
いて、googleにて検索を行った。 
検索結果に表示された順位を以下に示す。 
 

表 6-2 各キーワードによるサイト順位（2009年 3月 17日現在） 

検索キーワード ヒットしたサイト 検索順位 

福岡タウンネット 1位 

委員会Webサイト 2位 

店長 講座 博多 

セミナーポータル情報サイト in福岡 3位 

福岡タウンネット 1位 

セミナーポータル情報サイト in福岡 3位 

ネットショップ 講座 福岡市 

委員会Webサイト 5位 

福岡タウンネット 2位 講座 ネット 福岡市 

セミナーポータル情報サイト in福岡 10位 

講座 ネット 博多 福岡タウンネット 1位 

博多 無料 講座 福岡タウンネット 2位 

就職活動 講座 博多 1月 委員会Webサイト 3位 

無料 講座 福岡市 福岡タウンネット 4位 

就職活動 講座 福岡市 1月 セミナーポータル情報サイト in福岡 6位 

セミナー 2月 ネット 福岡市 セミナーポータル情報サイト in福岡 10位 
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また、詳しくは「6-5. 実証講座の実施アンケート」で述べるが、受講生にアンケートを
行った結果、Web サイトで講座を知った受講生が 15%いることから、検索サイトおよびポ
ータルサイトに講座を掲載することが有効であると同時に、就職や講座に関連するキーワ

ードでWebサイトを検索し、応募した受講生が多いことが考えられる。 
 
 

(2) チラシの設置・配布 
 
「2章 講座実施までの流れ」で記述したとおり、今回「福岡県若年者しごとサポートセ
ンター」・「福岡県若者サポートステーション」・「若者ワークプラザ北九州」・福岡県内各地

の「ハローワーク」にチラシを設定していただいた。 
 
その結果、半数近くの受講生が、チラシを手に取り、今回の実証講座に応募した。 
ハローワーク、若年者しごとサポートセンター共に、離職者のための就職支援施設であ

り、就職の意識が強い求職者が応募する可能性が高いことが伺えると同時に、これらの就

職支援施設にチラシを設置することは、非常に有効であると考えられる。 
 
 

図 6-5 受講生の男女構成比 
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6.3 実証講座の実施方法 

(1) 講座の実施時期 
 
講座の実施時期について、当初 6名程度の少人数で 12月開講を予定していたが、充分な
数の希望者を獲得できず、改めて 1月開講を予定し、募集を行ったところ、最終的に 30名
の希望者を獲得することができた。 

 
この現象について検証したところ、福岡労働局の Web サイトより、関係性が深いと思わ
れるデータがあり、このデータを元に考察を行った。 
（福岡労働局Webサイト：http://www.fukuoka-plb.go.jp/） 
 
まず、福岡県の有効求人倍率であるが、福岡県は、全国と比べ低い傾向にある。 
 
平成 21 年 1 月の有効求人倍率は、全国では 0.67 倍であったが、福岡県は 0.53 倍であっ

た。 
また、平成 18年度をピークに、平成 20年 11月までは有効求人倍率は緩やかに減少して

いたが、平成 20 年 12 月では、0.03 倍減少しており、通常よりも下げ幅が大きいことが分
かった。 

 

図 6-6 有効求人倍率の推移 
出所：福岡労働局（http://www.fukuoka-plb.go.jp/）
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次に、新規求職者数の推移であるが、今年度（平成 20年度）は、前年度（平成 19年度）

および前々年度（平成 18 年度）と比べ、全体的に求職者数が多い傾向にあるが、3 年間を
通じて、12月は求職者数が大幅に減少する傾向にある。 

 
対して、翌月の 1 月は、大幅に求職者数が増加する傾向にある。今年度も平成 20 年 12
月の新規求職者数が 19,995人であるのに対して、翌月の平成 21年 1月には、新規求職者数
が 30,674人と、1.5倍以上増加している。 

 

図 6-7 新規求職者数の推移 
出所：福岡労働局（http://www.fukuoka-plb.go.jp/）

 
さらに、雇用保険受給者数を調べると、新規求職者数同様、1月に大幅に受給者数が増加
することが分かった。 

 

図 6-8 雇用保険受給者数 
出所：福岡労働局（http://www.fukuoka-plb.go.jp/）
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新規求職者数および雇用保険受給者数が増加することは、ハローワークでの給付手続き

人数の増加することが考えられる。 
 
また、就業支援施設での就職活動の人数も、同様に増加すると考えられる。 
 
このことから、1月からの講座開催は、就職を希望する受講者を獲得する機会が増加する
意味において有益であったと考えられる。 

 
また、前項のハローワーク等における「就業支援施設へのチラシ設置・配布」に関して

も、チラシを手に取る相対的人数が増え、高い効果が得られたと考えられる。 
 



 

第 6章 実証講座の実施による検証 

－186－ 

6.4 実証講座の参加状況 

(1) 受講生の構成比 
 
1月・2月の講座受講人数は、合計 30名であった。1月の講座を受講した 12名のうち、

11名が引き続き 2月も受講し、2月の講座からは新たに 18名の受講生が参加した。 
 
講座人数の内訳、および受講生の構成比を以下に示す。 
 

表 6-3 1月および 2月の男女別受講生数 

月 男性 割合 女性 割合 合計 

1月 8名 66.7% 4名 33.3% 12名 

2月 18名 62.1% 11名 37.9% 29名 

1月・2月合計 19名 63.3% 11名 36.7% 30名 

 
 

図 6-9 受講生の男女構成比 

 



 

第 6章 実証講座の実施による検証 

－187－ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

表 6-4 1月および 2月の年代別受講生数 

月 20代 30代 40代 50代 不明 合計 

1月 5名 4名 1名 0名 2名 12名 

2月 7名 8名 8名 4名 2名 29名 

1月・2月合計 7名 8名 8名 4名 3名 30名 

 
 

 
図 6-10 受講生の年代構成比 
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(2) 1月講座の受講生参加状況 
 
1月講座では、通し受講 8名、部分受講 4名、計 12名の受講生が参加し、通し受講の受
講者のうち 6 割以上の 5 名が全日程欠席せずに受講した。またこのうち半数の 4 名が無遅
刻無欠席であった。 

 
参加状況の詳細および出席簿を以下に示す。 
 

表 6-5 1月講座受講生参加状況 

受講スタイル 受講人数 うち無欠席 
人数 

無欠席 
割合 

うち無遅刻・ 
無早退人数 

無遅刻無早退

割合 

通し受講 8名 5名 62.5% 4名 50.0% 

部分受講 4名 4名 100.0% 4名 100.0% 

合計 12名 9名 75.0% 8名 66.7% 

 
 

図 6-11 1月講座出席簿 

※記号は以下の情報を表す 
 ○：出席 
 ×：欠席 
 △：遅刻および早退 
 －：（部分受講のため）不参加 
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(3) 2月講座の受講生参加状況 
 
2月講座では、通し受講 18名、部分受講 11名、計 29名の受講生が参加し、通し受講の

受講者のうち 6割以上の 11名が全日程欠席せずに受講した。またこの中の半数の 9名が無
遅刻無欠席であった。このうち 4名は、1月・2月通しで無遅刻無欠席であった。 
参加状況の詳細および出席簿を以下に示す。 
 

表 6-6 2月講座受講生参加状況 

受講スタイル 受講人数 うち無欠席 
人数 

無欠席 
割合 

うち無遅刻・ 
無早退人数 

無遅刻無早退

割合 

通し受講 18名 11名 61.1% 9名 50.0% 

部分受講 11名 6名 54.5% 3名 27.3% 

合計 29名 17名 58.6% 12名 41.4% 

1月・2月通し受講 7名 5名 71.4％ 4名 57.2% 

 

 
図 6-12 2月講座出席簿 

※記号は以下の情報を表す 
 ○：出席 
 ×：欠席 
 △：遅刻および早退 
 －：（部分受講のため）不参加 
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(4) 考察 
 
実証講座の受講者出席状況から、全受講生 30名のうち、1割を超える 4名の受講生が、

20日間の講座を無遅刻無欠席で受講した。 
2ヶ月間の通し受講者だけで計算した場合、6割近くの受講者が無遅刻無欠席で受講した
ことになる。 
また期間の途中からの応募などでの部分受講者は 3 割強の受講者が無遅刻無欠席で受講
した。 

 
2ヶ月間の受講スタイル別の受講生参加状況の表およびグラフを以下に示す。 
 

表 6-7 2ヶ月間の受講スタイル別受講生参加状況 

受講スタイル 受講人数 うち無欠席 
人数 

無欠席 
割合 

うち無遅刻・ 
無早退人数 

無遅刻無早退

割合 

通し受講 7名 5名 71.4％ 4名 57.2% 

部分受講 23名 11名 47.8% 8名 34.8% 

 
 

図 6-13 通し受講者の出席状況 
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以上の結果より、出席状況から実証講座を考えた場合、自由に欠席ができる状況で、多

くの受講生が無遅刻無欠席、あるいは無欠席で受講している事から、本実証講座は、受講

生にとって、非常に有益である事が考えられる。 
 
また、図 6-3 および図 6-4 の出席簿からも分かる通り、ヒューマンスキルと経営スキル、

PCスキル、ネットショップスキルの全ての分類スキルにおいて、受講生の高い出席率が示
されている。 

 
この事から、「ネットショップ店長育成講座」は、非常に関心が高く、また受講する者に

とって有益な講座であり、今後も需要が継続されるものであると考えられる。 
 
 
 
 
 
 
 

図 6-14 部分受講者の出席状況 
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6.5 実証講座の実施アンケート 

1月講座および 2月講座終了後、受講生に対し、アンケート調査を行った。 
アンケートの内容は以下のとおりである。 

 
①講座全体に関するアンケート 
 
・講座を知ったきっかけ 
・講座の受講を決めたきっかけ 
・実施講座は貴方にとって有効であったか 
・実施講座のカリキュラムについての意見・感想（記述式） 
 
②講座別アンケート 
 
・講座の時間は適切であったか 
・講座の内容は理解できたか 
・講座の満足度 
・講座についての意見・感想（記述式） 
 
上記のアンケートに関し、集計を行い、設問ごとにグラフを作成した。 
報告としてまとめたものを項目ごとに以下に記す。 
 

(1) 講座を知ったきっかけ 
 
最初に、講座を知ったきっかけについての集計表および円グラフを以下に示す。 
 

表 6-8 講座を知ったきっかけ 

媒  体 人数 

ハローワーク 9名 

知人からの紹介 7名 

Webサイト 4名 

若者しごとサポートセンター福岡 3名 

兄からの紹介 1名 

西日本新聞および文科省ホームページ 1名 

その他 2名 
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図 6-15 講座を知ったきっかけ 

 
講座を知ったきっかけでは、全体の 1/3 の受講生（33%、9 名）が、「ハローワーク」に

設置していただいたチラシを元に応募していることが分かった。 
 
次に多かったものが、「知人からの紹介」（26%、7 名）であるが、ヒアリング調査より、

すでに本講座を受講している受講生からのすすめで応募した受講生も複数存在した。 
 
続いて多かったのが、「Webサイト」で本講座の開催を知った受講生（15%、4名）であ
る。google 等の検索サイトより、本講座を掲載していた委員会ホームページおよび掲載の
許可をいただいたポータルサイトがヒットした。 
ホームページ内に設置した応募フォームからの応募、および電話による応募があった。 
 
次に多かったものが、「若者しごとサポートセンター福岡」（11%、3名）である。 
ハローワークと同じく、施設内に設置していただいたチラシを手にとって応募している

ことが分かった。 
 
続いて各 1名（4%）の回答があったのが、「兄からの紹介」および「西日本新聞および文

科省ホームページ」である。 
「兄からの紹介」では、兄弟での応募があり、兄からのすすめで受講を決めたようであ

る。 
また、「西日本新聞および文科省ホームページ」では、ヒアリング調査より、新聞に掲載

されていた文科省のホームページの URLにアクセスし、そこから当講座を知り、応募した
との事であった。 
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(2) 受講を決めたきっかけ 

 
次に、受講を決めたきっかけについての集計グラフを以下に示す。 
 

図 6-16 受講を決めたきっかけ 

 
受講を決めたきっかけでは、各受講生が当てはまる全ての項目に対して複数回答を行っ

た。 
半数の受講生（15名）が、「自分のキャリアアップに有効」と回答している。 
 
また半数近くの受講生（14名）が、「自分のパソコンスキル向上に有効」、「自分のインタ
ーネットスキル向上に有効」と答えている。 

 
続いて、「ネットショップの仕事をしたい」（9名）、「ネットショップの個人事業をしたい」
（8名）と回答した受講生が多かった。 

 
さらに、「ネットショップングを始めたい」（6 名）、「知人・友人に勧められた」（5 名）、
「ネットショッピングが好き」（4名）、「先生に勧められた」（3名）、「特にないが暇だった」
（2名）、「親・親類に勧められた」（1名）、「ネットショップの仕組みに興味がある」（1名）
との回答が続いた。 

 
全体的に就職につながることを期待した回答が多く伺えた。 
詳しくは考察のページで述べることとする。 
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(3) 分野別の満足度 

 
続いて、講座の分野別の満足度についての集計グラフを以下に示す。 
 

図 6-17 分野別の満足度 

 
分野別の満足度では、講座ごとに「大変満足」・「やや満足」・「普通」・「やや不満」・「大

変不満」の 5段階で回答し、それぞれの講座の分野別（ネットショップスキル系・PCスキ
ル系・経営スキル系・ヒューマンスキル系）で集計を行った。 

 
いずれの分野も、「大変満足」との回答が 3割近くを占めた。特に、ヒューマンスキル系

では 35%近く「大変満足」との回答が得られた。 
 
また、「大変満足」および「やや満足」を合わせた結果では、いずれの分野も半数以上の

受講生から好評を得た。 
PCスキル系では 6割を超え、ヒューマンスキル系では 8割近くの受講生から良好な回答
を得た。 

 
以上の結果より、本講座の分野別の内容は、各分野とも受講生にとって実りの多い講座

であったことが伺える。 
詳しくは考察のページにて述べる。 
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(4) 講座全体の満足度 

 
次に、講座全体の満足度についての集計表および円グラフを以下に示す。 
 

表 6-9 講座を知ったきっかけ 

媒  体 人数 

大変満足 13名 

やや満足 6名 

普通 7名 

やや不満 1名 

大変不満 0名 

 

 
図 6-18 講座全体の満足度 

 
講座全体の満足度も、前項の分野別の満足度同様、概ね好評の回答を得ることができた。 
半数近くの受講生が「大変満足」（13名、48%）と回答し、「やや満足」（6名、22%）と

合わせると 7割の受講生から好評な回答を得ている。 
 
また、「普通」（7名、26%）と回答した受講生を合わせると良好な回答は全体の 96%にの
ぼる。 

 
詳しくは考察のページで述べることとする。 
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(5) 講座の実施時間 

 
続いて、講座の実施時間について、集計グラフを以下に示す。 
 

図 6-19 講座の実施時間（ヒューマンスキルと経営スキル） 

 
 

図 6-20 講座の実施時間（PCスキル） 
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図 6-21 講座の実施時間（ネットショップスキル） 

 
講座の実施時間については、講座によって差が現れた。 
 
まず、ヒューマンスキルであるが、就職活動に大きく関わる H01～H05 の講座は、概ね

「丁度良い」との回答を得た。 
 
いっぽう、ネットショップ運営に大きく関わる H06～H08 の講座は、半数以上の受講生

は「丁度良い」と答えているが、「やや短い」、「とても短い」と回答した受講生もいた。 
 
次に、経営スキルは、概ね「丁度良い」との回答を得ており、受講生に対して適度なボ

リュームであることが分かった。 
 
続いて、PC スキルであるが、Windows の基本的な P01～P03 および電子メールに関す
る P06～P07の講座では、基本的な内容であり、概ね「丁度良い」との回答を得ているが、
若干時間を長く感じている受講生もいることがわかった。 

 
これに対して、Web デザインに関する P04～P05 の講座では、半数の受講生が「丁度良

い」と回答し、残りの受講生は「やや短い」、「とても短い」と回答している。 
 
また、Office（Word・Excel・PowerPoint）関連の P08～P13 の講座では、ほとんど、

あるいは全ての受講生が「丁度良い」と回答しており、経営スキル同様、受講生に対して

適度なボリュームであることが分かった。 
 
最後に、ネットショップスキルであるが、ネットショップの実例紹介および概要に関す

る N01～N03の講座では、7割を超える受講生は「丁度良い」と回答しているが、「少し長
かった」、「とても長かった」と回答する受講生もいた。 
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また、ネットショップの業界・企画・マーケティング（N04）の講座では 4割の受講生が
「丁度良い」と回答し、半数の受講生が「少し長かった」、「とても長かった」と回答した

反面、「少し短かった」と回答した受講生もいた。 
 
これに対して、EC-CUBE を用いたネットショップのシステム（インストール・基本設

定・カスタマイズ・テンプレート・アクセスアップ）に関する講座（N05～N08）では、4
割近くの受講生は「丁度良い」と回答しているが、残りの受講生は「やや短い」、「とても

短い」と回答していることがわかった。 
 
さらに、商品の写真撮影に関する講座（N09）では、6割近くの受講生は「丁度良い」、3

割強の受講生が「やや短い」と回答している反面、「少し長かった」と回答した受講生もい

た。 
 
 

(6) 講座の内容 
 
次に、講座の内容について、集計グラフを以下に示す。 
 

図 6-22 講座の内容（ヒューマンスキルと経営スキル） 
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図 6-23 講座の内容（PCスキル） 

 
 

図 6-24 講座の内容（ネットショップスキル） 

 
 
講座の内容については、概ね良好な回答を得たが、講座によって若干の差が現れた。 
 
まず、ヒューマンスキルであるが、就職活動に大きく関わる H01～H05 の講座は、概ね

あるいは全ての受講生から「完全に理解できた」、「ほぼ理解できた」との回答を得た。 
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いっぽう、ネットショップ運営に大きく関わる H06～H08 の講座は、若干「やや理解で

きない」と回答した受講生もいたが、5割～7割を超える受講生は「完全に理解できた」、「ほ
ぼ理解できた」と答えている。 

 
次に、経営スキルは、8割前後の受講生は「完全に理解できた」、「ほぼ理解できた」との

回答を得ており、受講生に対して適度な難易度であることが分かった。 
 
続いて、PC スキルであるが、Windows の基本的な P01～P03 および電子メールに関す
る P06～P07の講座、Office（Word・Excel・PowerPoint）関連の P08～P13の講座では、
9割近く～すべての受講生から「完全に理解できた」、「ほぼ理解できた」との回答を得てお
り、受講生に対して適度な難易度であることが分かった。 

 
いっぽう、Webデザインに関する P04～P05の講座では、1名の受講生は「やや難しい」

と回答しているが、7割～8割の受講生が「完全に理解できた」、「ほぼ理解できた」と回答
している。 

 
最後に、ネットショップスキルであるが、ネットショップの実例紹介および概要に関す

る N01～N03 の講座では、9 割近くの受講生は「完全に理解できた」、「ほぼ理解できた」
と回答しており、受講生に対して適度な難易度であることが分かった。 

 
また、ネットショップの業界・企画・マーケティング（N04）の講座でも、8割の受講生
が「完全に理解できた」、「ほぼ理解できた」と回答し、受講生に対して適度な難易度であ

った。 
 
これに対して、EC-CUBE を用いたネットショップのシステム（インストール・基本設

定・カスタマイズ・テンプレート・アクセスアップ）に関する講座（N05～N08）では、4
割弱の受講生は「やや理解できない」と回答しているが、同じく 4 割近くの受講生は「完
全に理解できた」、「ほぼ理解できた」と回答していることがわかった。 

 
さらに、商品の写真撮影に関する講座（N09）では、約 1割「やや理解できない」と回答

した受講生もいたが、7割近くの受講生は「完全に理解できた」、「ほぼ理解できた」と回答
している。 
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(7) 講座の意見・感想 

 
つづいて、講座やカリキュラムに対する意見・感想について記述されたものについてま

とめた。 
主なものや、特徴的なものについて、以下に列挙する。 

 
・ヒューマンスキル系の講座は、職につけない者にとって非常に有益な講座であると思っ

た。 
 
・PCスキル講座とネットショップスキル講座の受講者レベルに大きな開きがあると感じた。
講座を 2つに分けるか、講座の軸足を再考するなどの見直しが必要であると思った。 

 
・実習を伴う講座は 10名くらいの受講生が適当であると思う。 
 
・PC講座を集中して実施した後に、ネットショップスキル講座を実施する配分が良いと思
った。 

 
・講座科目が飛び飛びの時間割になっていたが、1科目を集中して実施したほうが良いと思
った。 

 
・ネットショップ体験談の授業を聞きたかった。 
 
・ネットショップ講座自体はとても良いアイデアの講座だと思った。 
 
・講座の全体的な時間がもう少し長くても良いと思った。特に EC-CUBE については時間
が不足していた。 

 
・ネットショップのサイト制作だけではなく、在庫の管理法や商品の仕入れ方などの講座

も実施してほしかった。 
 
・ネットショップを開設するにあたって、ネットショップを維持していく勉強および具体

的なフォローについての道を開いて欲しい。 
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(8) 考察 

 
実証講座の実施アンケートから読み取ることが出来る考察を述べる。 
 
まずは、「講座を知ったきっかけ」であるが、まず全体の 3割を超える受講生が「ハロー

ワーク」、1 割強の受講生が「若者しごとサポートセンター福岡」と回答しており、半数近
くの受講生がこれらの就職支援施設でチラシを手に取り応募している事がわかる。 

 
また、「受講を決めたきっかけ」で、約半数の受講生が「自分のキャリアアップに有効」、

「自分のパソコンスキル向上に有効」、「自分のインターネットスキル向上に有効」と回答

していることから、本講座では、就職につなげる意識が非常に高い受講生が集まったと考

えられる。 
 
さらに、「ネットショップの個人事業をしたい」と考えている受講生も 3割程度いること
から、企業への就職だけでなく、独立も視野に入れ、受講していると考えられる。 

 
また、「講座を知ったきっかけ」で次に多い「知人からの紹介」、および「兄からの紹介」

であるが、ヒアリング調査より、すでに本講座を受講している受講生や兄弟からのすすめ

で応募した受講生が複数いることから、本講座が受講生にとって有益な講座であると考え

られる。 
 
つづいて「講座を知ったきっかけ」の「Web サイト」であるが、今回の講座開催にあた
り、ポータルサイトである「福岡タウンネット」、「セミナーポータル情報サイト in福岡」、
「ふくおかWeb」、「google」、「goo」に登録を行った。 

 
さまざまなキーワードを用いた検索結果および順位については、「6-2. 実証講座の受講
生募集」に記述している。 

 
以上の検索結果、またWebサイトで講座を知った受講生が 15%いることから、検索サイ

トおよびポータルサイトに講座を掲載することが有効であると同時に、就職や講座に関連

するキーワードでWebサイトを検索し、応募した受講生が多いことが考えられる。 
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次に、講座の実施時間に関しては、就職活動に大きく関わるヒューマンスキル、経営ス

キル、Windows基礎および Office関連の PCスキルに関しては、概ね「丁度良い」との回
答をいただき、ボリュームとして適量であったことが伺える。 

 
また、ネットショップ運営に大きく関わるヒューマンスキル、Webデザインに関する PC

スキル、EC-CUBEを用いたネットショップスキルでは、「丁度良い」と回答した受講生も
多かった反面、「やや短い」、「とても短い」と回答した受講生も多かった。 

 
 
続いて、講座の難易度であるが、講座の実施時間同様、こちらも概ね良好な回答を得る

ことができた。就職活動に大きく関わるヒューマンスキル、経営スキル、Windows 基礎・
Office関連の PCスキル、ネットショップの実例・概要関連のネットショップスキルに関し
ては、多くの受講生が「完全に理解できた」、「ほぼ理解できた」と回答している。 

 
いっぽう、ネットショップ運営に大きく関わるヒューマンスキル、Web デザインに関す
る PCスキル、EC-CUBEを用いたネットショップスキルでは、こちらも講座の実施時間に
比例して「やや理解できない」と回答する受講生が若干存在した。 

 
しかし、分野別の満足度、講座の満足度では、受講生から非常に好評を得ており、また、

講座の実施時間のアンケートで「やや短い」、「とても短い」との回答を得ていることから、

これらの講座へもっと多くの時間を割当てることで、さらに受講生の理解を深めることが

できると大いに考えられる。 
 
 

図 6-25 講座全体の時間およびネットショップシステムの時間 
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また、記述式の講座の意見・感想より、PCスキルとネットショップスキルのレベルの開
き、時間割の構成が各スキル交互に実施したことについての意見があった。 

 
比較的平易な PCスキル講座を先に実施し、その後にネットショップスキルの講座を行っ
たほうが良いとの意見も複数寄せられた。 

 
さらに、実習系の講座に関しては、10 名程度の受講生が適当との意見や、ネットショッ

プの体験談や在庫管理・商品仕入に関する講座を行って欲しいとの意見もいただいた。 
 
また、ネットショップ開設後に関して、ネットショップを維持していくための勉強や具

体的なフォローについての要望も寄せられた。 
 
このことより、講座としては、好評ではあるが、さらにより良い講座を目指すにあたり、

工夫を行う必要があると考えられる項目について、以下に示す。 
 
①ネットショップに関するスキル、EC-CUBE 等を操作するためのアプリケーションおよ
びWebデザインの知識に関する講座にかける時間をさらに増やす。 

 
②講座を実施する順番について、実習系の講座に関しては、先に Windows、Officeに関す
る基本的な講座を行い、その後、Webデザイン、EC-CUBE等の講座を行う。 

 
③実習系の講座については受講者数を減らす、講座を複数に分ける、あるいはサブ講師を

配置し、操作の分からない受講生については随時フォローができる体制を整える。 
 
④講座終了後も、ネットショップ開設後の維持について、問題解決を図ることができる、

受講者同士あるいは受講者と講師のコミュニティ等を作成する。 
 
これらの工夫により、さらにより良い講座への改善ができることが考えられる。 
 
 
最後に、分野別の満足度では、「ネットショップスキル系」、「PC スキル系」、「経営スキ
ル系」の分野で 3割前後の受講生が「大変満足」と回答している。「やや満足」を含めると、
いずれの講座も 5割～6割以上の好評な回答、また「普通」を含めると 9割前後の良好な回
答を得ることができた。 
特に「ヒューマンスキル系」では、7割を超える受講生が「大変満足」、「やや満足」と多

くの受講生が好評な回答を示し、「普通」を含めると、一人を除くすべての受講生から良好

な回答を得た。 
 
さらに、講座全体の満足度でも、7割を超える受講生が「大変満足」、「やや満足」と好評

な回答を示し、「普通」も含めて 96%の受講生から満足度に対して良好な回答を得た。 
このことから、本講座は、再就職を考えている受講生にとって、非常に有益な講座であ

ったことが伺える。 



 

第 6章 実証講座の実施による検証 

－206－ 

6.6 実証講座のキャリアカウンセリング実施 

(1) キャリアカウンセリングの日程 
 
2009年 2月 6日（金）・13日（金）・16日（月）・18日（水）・19日（木）の 5日間にわ
たり、希望者に対して講座終了後に 1人あたり 30分間の個別キャリアカウンセリングを実
施した。 

 
キャリアカウンセリング実施日程の詳細を以下の表に示す。 
 

表 6-10 キャリアカウンセリング実施日程 

日 程 時 間 帯 実施人数 

2月 6日（金） 17時 30分～19時 00分 3名 

2月 13日（金） 16時 00分～18時 30分 5名 

2月 16日（月） 17時 30分～19時 00分 3名 

2月 18日（水） 17時 00分～19時 30分 5名 

2月 19日（木） 17時 30分～18時 30分 2名 

 
 

(2) 受講生データ 
 
次に、キャリアカウンセリングを希望した受講生のデータを以下に示す。 
 
キャリアカウンセリング希望者は、26名中 18名であった。 
このうち、男性は 13名、女性は 5名であった。 
 
つづいて、キャリアカウンセリング希望者の年代および性別について、以下の表および

グラフに示す。 
 

表 6-11 キャリアカウンセリング年代別希望者 

年 代 男 性 女 性 合 計 

20代 5名 0名 5名 

30代 4名 2名 6名 

40代 2名 3名 5名 

50代 2名 0名 0名 
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図 6-26 キャリアカウンセリング希望者の年代および性別 

 
年代別に見ると、30代が一番多く 6名、つづいて、20代および 40代が 5名、50代が 2

名であった。 
 
30 代を中心にキャリアカウンセリングに興味を持ち、希望した受講生が多いことが伺え
る。 

 
性別で見ると、男女で異なる傾向が見られた。 
 
男性は 20代が一番多く 5名、つづいて 30代が 4名、40代および 50代が 2名と、世代が

若いほど希望者が多かったことが分かった。 
 
これに対し、女性は 40代が一番多く 3名、つづいて 30代が 2名であり、40代を中心に
希望者が集まった。 
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(3) 講座受講の理由 
 
つづいて、キャリアカウンセリングを希望した受講生が講座を受講した理由についてヒ

アリングを行った結果を、以下のグラフに示す。 
 
以下の結果より、キャリアカウンセリング希望者のうち、「職業講座なので希望した」と

11名の受講者が回答し、6割を越える結果となった。 
 
また、「ネットショップをやってみたい」と回答した受講者は約 4割の 7名であった。 
 

図 6-27 キャリアカウンセリング希望者の講座受講理由 

 
 

(4) 講座内容 
 
次に、キャリアカウンセリング希望者の、講座内容の難易度について、ヒアリングを行

った結果を実習系・座学系に分けて次ページのグラフに示す。 
 
実習系の講座では、対照的な回答が得られた。 
 
「PCスキル系」は、すべての受講生が「やさしかった」、ほとんどの受講生が、今までの

PCスキルの確認・復習ができ、非常に役に立ったと回答した。 
 
これに対し、「ネットショップスキル系」の講座では、1 名の受講生を除き、非常にため
になったが「むずかしかった」との回答を得た。 
なお、「易しかった」と回答した 1名の受講生は、もともとネットショップ運営を経験し
ていたことがヒアリングにより分かった。 
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図 6-28 キャリアカウンセリング希望者の実習系講座難易度 

 
 

図 6-29 キャリアカウンセリング希望者の座学系講座難易度 

 
次に、座学系の講座であるが、こちらは、「ヒューマンスキル系」、「経営スキル系」とも

にやさしかった、非常に「ためになった」との回答を得た。 
ヒューマンスキル系ではすべての受講生が、自己分析や目標設定、話し方・伝え方など

非常に「ためになった」と回答したが、経営スキル系は、18 名中 2 名の受講生が「むずか
しかった」と回答した。 
この 2名は 20代男性の受講生であり、専門の言葉や会計という分野が、難しいと感じた
ようである。 



 

第 6章 実証講座の実施による検証 

－210－ 

 

(5) 就業キャリア 
 
つづいて、キャリアカウンセリング希望者における就業キャリアの有無について、以下

のグラフに示す。 
 

図 6-30 キャリアカウンセリング希望者における就業キャリアの有無 

 
 
ヒアリングの結果より、18名中 15名の受講生が、今までに就業経験があり、3名の受講
生は、まだ正社員としての就業経験がないことがわかった。 

 
就業経験がない 3名の受講生のうち、2名は 20代、1名は 30代であった。 
 
 

(6) 就業希望 
 
次に、キャリアカウンセリング希望者における就業希望について、次ページのグラフに

示す。 
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図 6-31 キャリアカウンセリング希望者における就業希望 

 
 
ヒアリングの結果より、全体の 1/3 である 12 名が「企業への就職」を希望し、3 割近く
の 5名がネットショップ事業を「起業」したいと希望していることがわかった。 

 
また、1 名の受講生が、「どちらも希望しない」と回答しているが、この受講生はまだ結
婚したばかりであり、この先何をするのか、はっきりとした目標が定まっていない様子で

あった。 
 
また、受講期間中に、この中から 2名の就職が決定し、就業した。 
 
就職が決定した 2名の詳細を以下に示す。 
 

表 6-12 受講期間中に就業した受講者詳細 

年 代 性 別 詳 細 

50代 男性 SE職 （正社員） 

40代 女性 市職員 （臨時職員） 

 
このうち、市の臨時職員に就職が決定した受講生は、今までも市の職員としてキャリア

を積んでいた。 
 
ヒアリングにより、市の臨時職員として働きながら、ネットショップの事業を立ち上げ

たいということがわかった。 
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(7) カウンセリング記録 
 
つづいて、各カウンセリング希望者の「受講の理由」、「現在状況のヒアリング」、「希望

勤務形態」、「前職を辞めた理由」、「将来の目標」、「講師の評価・所感」についての記録を

以下に示す。 
 

面談 No. 1 性別 男性 

出席番号 5 年齢 23歳 

受講の理由 
・専門学校時代の先生より紹介を受けた 
・何もやっていない毎日が苦痛だったため、生活リズムを取り戻した

く受講した 

現在状況の 
ヒアリング 

・貯金も 30万円を切ってきたので、早く仕事を見つけたい 
・悩んでいても仕方が無い 

希望勤務形態 ・正社員 

前職を辞めた 
理由 

・退職する直前、最後の出向先にてきちんと仕様書が下りて来ず、4
ヶ月経過してもやることがなかったが、納期は延びず、納期直前は

大変なことになると思い出向先を辞めさせてもらった 
・自社で社内開発に就いてもやる気が出ず、このままであると会社に

迷惑がかかると思い、休息とやる気を出すために退社 

将来の目標 

・自分一人の力でゲームを作る（プログラム、グラフィック、シナリ

オ、音楽） 
・コミケにサークル参加 
・フィギュアをフルスクラッチで作成 

講師の評価・所感 

・明るく、前向きでとてもポジティブ 
・理解力も高く、講座の課題も素早く取り組む姿勢が伺える 
・自己分析もきちんとできており、生活態度も計画的に行っている 
・退職時には 100万円貯蓄があり、その貯蓄の切り崩しで今まで生計
を立てている 
・アルバイトなどは特に行っていない 
・希望職種はプログラマー、グラフィッカー、ゲーム・PC 関係の仕
事 
・働くのであれば、好きなことをやっていたい 
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面談 No. 2 性別 男性 

出席番号 8 年齢 23歳 

受講の理由 ・専門学校時代の先生より紹介を受けた 

現在状況の 
ヒアリング 

・専門学校在校中に統合失調症になり、2007年 11月より療養中 

希望勤務形態 
・正社員が難しい状態、もしくは正社員勤務後に独立・起業を考えて

いる 

前職を辞めた 
理由 

・就業経験なし：単発アルバイト経験は若干あり 

将来の目標 
・ゲームの企画・制作・プログラマー希望 
・自分好みのゲームを制作している会社を希望 

講師の評価・所感 

・とても「こうでなければならない」と自分の中で決めつけが多い 
・深く考えすぎるところが多い 
・自分で納得するまで動かない 
・統合失調症で集中できなくなったと本人が自覚しているが、講座の

範囲ではそれは見受けられない 
・プレッシャーにとても弱い 
・働くということの実績がアルバイト経験でもないので、ヒューマン

スキルアップのトレーニングが必要 

 

面談 No. 3 性別 男性 

出席番号 7 年齢 25歳 

受講の理由 ・専門学校時代の先生より紹介を受けた 

現在状況の 
ヒアリング 

・スキル不足で、自分の能力が世間で通用するのか不安 
・卒業してからの空白について問われると答えづらい 

希望勤務形態 ・正社員が安定しているため希望 

前職を辞めた 
理由 

・就業経験なし：短期アルバイト勤務 

将来の目標 
・プログラマーに限らず、PC関連を希望 
・地区も福岡に限らず、大阪、東京でも可 

講師の評価・所感 

・正社員で仕事をする上で、スキル不足を感じているが、アドバイス

として資格の勉強を勧めても、首をたてになかなか振らない 
・短期アルバイトで、接客を主に行っている 
・電気店アルバイト：商品の搬入出・出荷・検品・接客 
・アミューズメント施設アルバイト：接客・レジ・館内清掃 
・働くにあたり、不安からか理屈が多く前に進まないので、時間をか

けたキャリアカウンセリングが必要 
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面談 No. 4 性別 女性 

出席番号 11 年齢 40歳 

受講の理由 ・友人がネットショップを開設するので、その業務を手伝うため 

現在状況の 
ヒアリング 

・一からネットショップを自分で立ち上げる気持ちはないが、更新や

アップ作業を手伝うため、少しでも知識を身に付けたい 

希望勤務形態 
・正社員は強く希望していない 
・複数の友人が起業するため、それを手伝いながら派遣で就労しても

いいと考えている 

前職を辞めた 
理由 

・前職は 20年 8ヶ月勤務 
・早期退職のため、会社都合で退社 

将来の目標 
・派遣で少し仕事をしながら、友人の仕事を手伝う 
・できればホームページ更新や画像のアップなどの仕事が希望 

講師の評価・所感 

・意識も高く、マナーもしっかり身についており、正社員での経験キ

ャリアが講座の中でも活かされている 
・今まで転職経験が一度しかないため、自己分析をするのが始めて 
・自己分析講座では、なかなか自分が見えずに時間がかかっていた 
・起業するにあたってのメリット・デメリットなどの質問が多い 
・講座を学ぶ意識も高く、自分に足りないものもよく把握している 
・受講生同士ではあまり喋らないが、講師とはよく喋る 
・性格も明るく前向き 

 

面談 No. 5 性別 男性 

出席番号 1 年齢 21歳 

受講の理由 ・しごとサポートセンターのすすめ 

現在状況の 
ヒアリング 

・父親が来年定年のため、一刻も早く就職したい 

希望勤務形態 ・雇用形態についての把握ができていない 

前職を辞めた 
理由 

・就労経験なし 

将来の目標 
・早く職に就き、安定した生活を送りたい。また、以前製造関係のセ

ミナーを受けたので、それを活かした仕事をしたい 

講師の評価・所感 

・講座内容についてきているのは 3割程度で、非常にまじめではある
が、テンポがとても遅く、理解に時間がかかる 

・コミュニケーション能力が低いので、単純作業業務が適していると

思われるが、速度が遅いため、困難である 
・就労経験が数日しかなく、アルバイトの経験もないので、非常に厳

しい状態 
・しごとサポートセンターなどのセミナーや相談には、よく通ってい

るようだが、身についている様子がない 
・まわりとのコミュニケーションもとろうとしないので、職業スキル

をつけるにはとても時間が必要 
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面談 No. 6 性別 女性 

出席番号 9 年齢 36歳 

受講の理由 ・ネットショップに興味があったため 

現在状況の 
ヒアリング 

・考えていたよりネットショップが難しく、経理やマーケティングも

理解できない為、前職のパンを作る仕事を希望 

希望勤務形態 ・就労するというより、自分で何かできる範囲のことをやりたい 

前職を辞めた 
理由 

・パン講師は好きな仕事だが、時間に追われ一人ひとりを見ることが

できず、時間内に終わらせることだけに集中しなければならなかっ

た為、時間に終われないパン作りで人に教えたい 

将来の目標 ・自営でパンの教室や販売 

講師の評価・所感 

・講座の受講態度もとてもよい 
・講座の進み具合も一番早く身についている 
・目標設定もきちんとできている 
・自己分析・目標設定などで書くことはできるが、それを具体的に動

くことができない 
・パンの講師を前職でしていたので、今現在もそれを強く希望 
・まず勤務するのか、自分自身でやるのかをヒアリングし、勤務では

考えていないとのことなので、できることを一緒に考え、まずは自

宅でパンを製造し、それを小売するルートから考え、自宅もしくは

場所を借りてパン教室をする計画を立てる 

 

面談 No. 7 性別 女性 

出席番号 3 年齢 31歳 

受講の理由 ・兄に勧められて受講 

現在状況の 
ヒアリング 

・結婚し、結婚式の準備まで何かしようと思った 

希望勤務形態 ・特に正社員希望でもなく、ボランティアなどでもよい 

前職を辞めた 
理由 

・結婚による転居の為、通勤が困難なことにより、寿退社 

将来の目標 
・事務かホスピスのような医療系の仕事 
・医療事務ではない 

講師の評価・所感 

・ヒューマンスキル講座では、欠席や遅刻が多いが、理由は病院通い

や結婚式の準備など 
・特にネットショップを希望してはいない 
・受講態度は非常にまじめで、性格もおとなしい 
・以前大病を患ったため、医療関係の仕事を希望 
・具体的に病気の方々をケアする仕事（ホスピス） 
・ホスピスの講座を受講予定、そのような就労があれば紹介してほし

いと希望 

 



 

第 6章 実証講座の実施による検証 

－216－ 

 

面談 No. 8 性別 男性 

出席番号 2 年齢 33歳 

受講の理由 ・現在もチケットをネットで売買をしており受講 

現在状況の 
ヒアリング 

・8年間アルバイト勤務 
・大学時代になぜ就職活動しなかったのか尋ねたところ、足が悪いこ

とを説明するのが面倒だったため 
・障害者認定がおりれば障害者枠で就職できるが、今の段階ではそれ

ができない 

希望勤務形態 ・特に正社員希望でもない 

前職を辞めた 
理由 

・社員がほかの人に対しての暴言が酷かった 
・インターネットを始めて夜更かしが多くなり、生活のリズムがとり

づらかった 

将来の目標 
・足が悪いので、動きが少ない業種が希望 
・正社員希望、電車通勤ができるところ 

講師の評価・所感 

・にこにこと印象は良く、受講態度もよく聞いている 
・足が悪く、走ることができないが、障害者認定がおりず 
・就職から逃げている感じが大きい 
・現在自分の持ち家があり、生活はイベントのチケットをネットで売

買しているため、生活費に困らず、今のままでも不自由はない為、

危機感・職業観がない 

 

面談 No. 9 性別 男性 

出席番号 4 年齢 46歳 

受講の理由 
・デザイン系を学びたい Access－SQL－PHPの流れ 
・職業を紹介してもらえるのではないかと思い志望 

現在状況の 
ヒアリング 

・自分の知らない知識を学ぶので面白い、HTMLの知識をつけたい 
・ネットショップの知識を使ってデータベースをやりたい 

希望勤務形態 ・正社員・総務・人事・ネットワーク管理、PCを活かせる仕事 

前職を辞めた 
理由 

・システムの保守・運用管理等の職種に従事 
・ほとんど不満や人間関係で退職 

将来の目標 
・生活のできる程度の仕事で、ずっと続けられるようになりたい 
・人に教えることが嫌いではないので、インストラクタ職なども考え

ている 

講師の評価・所感 

・退職理由が非常に後ろ向きな点が多いので、面接での対応に注意す

るようにアドバイス 
・企業とソフト会社の橋渡し的な仕事を希望している様子 
・自分の性格も踏まえ、裏方的な仕事に力を発揮できると考えている

・現在独身であり、生活できる程度で、と就職に対する意欲が低下し

ている様子が、発言の中から多々伺える 
・年齢・キャリアで今できることを見つけ、決して卑下せずに仕事を

探すチャレンジを怠らないようにアドバイス 
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面談 No. 10 性別 男性 

出席番号 24 年齢 39歳 

受講の理由 ・起業することを目的としているので、全般的に学びたい 

現在状況の 
ヒアリング 

・就職活動で 11社受けるがほとんどが書類選考に受からず 
・起業することを 90%以上考えている 

希望勤務形態 ・ネット販売による小売業からの業務立ち上げ希望 

前職を辞めた 
理由 

・技術営業・企画・設計・開発を経験。海外での駐在経験有 
・残業が非常に多く、1週間に 2～3人退職する職場環境 

将来の目標 

・企画した商品で企業 
・短期目標：経済的基盤を作り、事業の立ち上げ黒字化に力を注ぐ 
・中期目標：5年後年商 5億円、独立商品の確立 
・長期目標：年商 10億円、経営の安定 

講師の評価・所感 
・非常に優秀で、どの講座も真面目に前向きに取り組んでいる 
・内容はすべて把握しており、非の打ちどころが無い 
・意識も非常に高く論理的、独立に向けて動き出している様子 

 

面談 No. 11 性別 女性 

出席番号 13 年齢 43歳 

受講の理由 ・健康食品のネット販売をしたい為、ノウハウを学びたい 

現在状況の 
ヒアリング 

・就職が決まり、講座終了後から勤務する 

希望勤務形態 ・臨時職員を行いながらネットショップを立ち上げたい 

前職を辞めた 
理由 

・期間満了のため 

将来の目標 
・食と健康に関する仕事 
・信頼できる仲間と福利厚生がしっかりしている職場で仕事をしたい

・将来できれば独立したい 

講師の評価・所感 

・ネットショップの立ち上げにすごく意欲を持っているが、自宅の住

所などを載せたくない、個人名を挙げたくないなど、ネットショッ

プを開設するにあたり必要なことを避けている傾向にあり、本当に

ネットショップをやりたいのか疑問に思う点が多い 
・半年で部署移動し、この先臨時職員でやってく決意がある様子 
・自分の意思ややりたいことには何が必要で何ができないのか、また

はできるのかを良く思案するようにアドバイス 
・仕事に対する意識がとても低い 
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面談 No. 12 性別 男性 

出席番号 12 年齢 38歳 

受講の理由 ・何か就職活動に役立つのではないかと思い志望 

現在状況の 
ヒアリング 

・講座を受講し、個人でネットショップを立ち上げるのは難しいと判

断 

希望勤務形態 ・正社員 

前職を辞めた 
理由 

・システム開発、アウトソーシング人材派遣会社の営業を経験 
・1社目は祖母の介護を父一人で行うのは大変だと思い退職 
・2社目は管理職になり残業手当がつかず士気がダウンし退職 

将来の目標 
・配偶者がおり、生活の安定が第一 
・ルート営業や訪問販売以外の営業であれば出来る 
・介護職も検討している 

講師の評価・所感 

・あまりやりたいことについての限定がなく、なんでもこなす 
・仕事を正社員で携わりたいと希望している 
・あまり積極的ではないが、介護などの仕事も視野に入れている 
・誠実なので介護職は向いている要素があるが、給料が安い点が気に

なるとのことで、調べてから検討することをアドバイスする 

 

面談 No. 13 性別 男性 

出席番号 25 年齢 51歳 

受講の理由 ・将来の独立を考えているため受講 

現在状況の 
ヒアリング 

・システム開発のプロジェクトを経験 
・前職の紹介で内定 

希望勤務形態 ・正社員を希望 

前職を辞めた 
理由 

・結婚により福岡に永住するため 

将来の目標 60歳以上になって、福岡で独立することを考えている 

講師の評価・所感 
・ヒアリング時には、就職が内定し、東京での開発プロジェクトに参

加決定 

 

面談 No. 14 性別 男性 

出席番号 17 年齢 54歳 

受講の理由 ・何か就職に役立つのではないかと受講を希望 

現在状況の 
ヒアリング 

・年齢的に厳しいので、独立を考えている 

希望勤務形態 ・正社員があれば希望、独立も考えている 

前職を辞めた 
理由 

・給与未払いのため 

将来の目標 ・今まで経験した広告代理業、もしくはサービス業を希望 

講師の評価・所感 
・非常に面倒見が良く、丁寧に教えることができる 
・管理職を経験しており、人の話しをまとめることにも長けている 
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面談 No. 15 性別 男性 

出席番号 14 年齢 27歳 

受講の理由 ・どんな仕事が向くのか迷っているため 

現在状況の 
ヒアリング 

・専門学校の福祉学科を卒業後、派遣での製造業を経験 
・福祉の仕事は精神的にも肉亭的にも厳しいことを学校の実習で感じ

たので、福祉の仕事をする気持ちは無い 
・できれば自宅の近くで働きたい 

希望勤務形態 ・正社員があれば希望、独立も考えている 

前職を辞めた 
理由 

・派遣で契約満了のため 

将来の目標 ・ネットショップの仕事であればアルバイトでも可 

講師の評価・所感 

・仕事を探す範囲がとても狭く、自宅の近くだけで探しても絶対数が

少ないことの説明をする 
・通勤がきついとのことであったが、通っている人はたくさんおり、

通勤がきついのでは仕事もできないので、再度優先順位はなんであ

るかをしっかり考えるようにアドバイス 
・依存的傾向があるので、働くということは自立することを話す 

 

面談 No. 16 性別 男性 

出席番号 22 性別・年齢 48歳 

受講の理由 ・なにか出来ることがあるかと思い、受講を希望 

現在状況の 
ヒアリング 

・長年、複数の企業で医薬品業界の営業職に従事 
・年齢的に難しいと思うので、他の仕事で探している 

希望勤務形態 ・正社員を希望 

前職を辞めた 
理由 

・派遣切りのため 

将来の目標 
・博多人形の弟子入りをしているが、それだけでは食べていけないの

で、そこの穴埋めをできる仕事を探したい 

講師の評価・所感 

・職業についてあまり考えている様子は伺えず 
・趣味がトライアスロン本人もそこまで生活に困ることはなく、趣味

に差し障りがない程度での仕事を考えているとのこと 
・趣味が多趣味なので、優先順位と将来をよく考えた上で活動をおこ

すようにアドバイスする 
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面談 No. 17 性別 男性 

出席番号 20 年齢 37歳 

受講の理由 ・ネットショップを現在行っており、さらに学びたいと思い受講 

現在状況の 
ヒアリング 

・現在ネットショップを運営している 

希望勤務形態 ・フリーでネットショップを行う 

前職を辞めた 
理由 

・以前広告代理店を開業、プロダクションアシスタント、デザイン制

作等の仕事にも従事 
・再度独立を考えているため 

将来の目標 
・実家に戻り、生活費があまりかからない環境なので、再度独立を検

討したい 

講師の評価・所感 

・非常に客観的に講座に参加している 
・ネットショップの知識もあるので、とても前向き 
・家族もおり、今後の生活・仕事に対するビジョンはしっかりと計画

ができている 

 

面談 No. 18 性別 女性 

出席番号 23 年齢 42歳 

受講の理由 ・ネットショップを始めて独立したいため 

現在状況の 
ヒアリング 

・ネットショップを検討しつつ、就職活動を行う 

希望勤務形態 ・正社員を希望 

前職を辞めた 
理由 

・医療事務・福祉相談・先物取引営業等に従事 
・勤務時間が長く、休みもなかなか取れない状況 
・相場により給与が左右されるので、生活が不安定になるため退職 

将来の目標 
・福岡市内で正社員営業の仕事に就きながら生活を安定させ、ネット

ショップもその合間に行いたい 

講師の評価・所感 

・営業職を希望しているが、年齢的なことと女性だということで、最

終的に断られるとのことで、女性が多い職場にも目を向けて活動す

ることも検討するように指導 
・ネットショップに関しては、正社員で仕事をしながら副業的に行い

たい様子 
・ネットショップ経験者の受講生にも積極的に話を伺っており、前向

きである 
・講座の中でも発表や PRがとても上手 
・営業経験から、説明することにも長けている 
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(8) キャリアカウンセリング総評 
 
キャリアカウンセリングを行った結果、現在までの就職活動期間については、それぞれ

の差があることがわかった。 
 
就職活動期間が長い受講生は 4 年であったが、その他の受講生は、活動期間が 1 年～数

ヶ月、短い期間では昨年の秋に退職した受講生もいた。 
 
カウンセリングを行った中で、求職者全員が明確な目標を持つことができるように、ヒ

ューマンスキル講座の中で自己分析を行った。 
 
また、自己分析講座を受講していない受講生に関しては、カウンセリングの中で、目標

を決めることができるように目標設定を行い、就職に関して具体的な活動計画を立て、講

座の期間が終了しても、一人で就職活動が進められるように指導を行った。 
 
また、企業へ就職をするのか、また起業するのかについては、20 代の受講生については
全員が「企業への就職」を希望した。 

 
これに対して、40代以上の受講生については、「企業への就職」するのか、またはネット

ショップあるいは今までのキャリアに関わる仕事について「起業」するのか、思案してい

る受講生がほとんどであった。 
これらの受講生に対しては、ネットショップを始める場合でも、自分の考えで何をする

のかを考え出せていない状態であったので、年齢的に少しは自分の目で見て確かめ、動い

た方が良いことを話し合った。 
 
また、就業への焦りから、講座を受講することにより、仕事の紹介をしてもらえるとい

う、依存型の傾向も大いに見られたため、自らの力で就職をしていく、という意識を持つ

ように指導を行った。 
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今回の実証講座では、「ヒューマンスキル系」、「経営スキル系」、「PCスキル系」、「ネット
ショップスキル系」と大きく分けて 4 系統のべ 120 時間の講座を行ったが、いずれの系統
も、受講生から非常に好評な回答を得ることができた。 

 
また、2ヶ月通しで無遅刻無欠席の受講生が 4名おり、また通し受講と部分受講を合わせ

ても半数以上の受講生が無欠席で講座に通ったことを考えると、受講生にとって、本講座

が非常に有益なものであったと考えられる。 
 
また、本講座を募集した結果、非常に就職に関して意識の高い受講生が集まったことも、

今回非常に大きな収穫であった。 
 
同時にキャリアカウンセリングを行うことにより、就職に関して悩みや迷いを持つ受講

生に対し、円滑な就職活動を行う為の指導を行うことができた。 
 
また、好評を得ながらも、今回の実証講座での反省点は、ネットショップの操作実習関

連の講座の時間数が少なかったという点、PC スキルおよび EC-CUBE や写真撮影等のネッ
トショップスキル、操作実習関連の講座では、人数を調整する、あるいはサブ講師を配置

するべきである点、ネットショップの体験談や、在庫管理・商品仕入に関する講座の要望、

ネットショップ開設後のフォローができるコミュニティの作成等である。 
 
これらの点を改善し、さらにより良い講座を開催していきたい。 
 
また、今回の事業活動を行ったことにより、実際にネットショップに興味を持ち、運営

を始めようと検討している受講生がいることや、実際に本講座を授業に組み込む検討をし

ている専門学校もあることから、本事業活動が実際に活用されるという、大変喜ばしい結

果を生んでいる。 
 
今後は、本講座において、さらにネットショップの店長育成の為の内容充実を図るとと

もに、地域企業の商品・特産物の販売活性化、また地域におけるネットショップ店長人材・

雇用の活性化につながれば幸いである。 
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